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聖句は，特に注記がない限り，「新世界訳聖書」からの引用です。







表紙の絵

弟子たちがイエスと一緒にいたいと思ったのは，イエスが見下すような態度を取らなかったから。イエスは，友たちと時間を過ごすことを楽しんだ。（研究記事29の12節を参照。）
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研究記事26

人々を弟子とする活動にあなたも加われますか


「神は……行動するための意欲と力の両方を与えてくださる」。フィリピ 2:13

64番の歌 喜んで収穫に参加する

何を学ぶか*




 1. エホバはあなたのためにどんなことをしてくれましたか。

あなたは，どのようにしてエホバの証人になりましたか。まず，「良い知らせ」を聞きました。それは，親や同僚や学校の友達からかもしれませんし，家から家の伝道でやって来た人からかもしれません。（マル 13:10）そして，誰かが多くの時間と努力を傾けて聖書を教えてくれました。あなたは学んでいくうちに，エホバを愛するようになり，エホバがあなたを愛していることが分かりました。エホバがあなたを真理に引き寄せたので，あなたは今イエス･キリストの弟子として，永遠に生きる希望を持っています。（ヨハ 6:44）エホバは，あなたが誰かから真理を学べるようにし，ご自分に仕える者としてあなたを受け入れてくれました。あなたはそのことに心から感謝しているに違いありません。

 2. この記事では，どんなことを考えますか。

2 真理を知った私たちには，一緒に命の道を歩むようほかの人たちを助ける素晴らしい務めがあります。しかし，家から家に伝道するのは楽しいけれども，聖書を学ぶよう勧めたり実際に教えたりするのはちょっと難しい，と感じる人もいるかもしれません。あなたもそう感じていますか。もしそうなら，この記事のアドバイスがきっと役立つでしょう。私たちが人々を弟子とする活動を行いたいと思うのはなぜでしょうか。誰かに聖書を教えることを難しく感じさせる問題を乗り越えるために，何ができるでしょうか。ではまず，良い知らせを伝えることだけでなく，教えることも必要なのはなぜかを考えてみましょう。






イエスは伝えることだけでなく，教えることも命じた


 3. 私たちが良い知らせを伝えるのはなぜですか。

3 イエスが地上にいた時に弟子たちに与えた命令には，2つの面がありました。まず，イエスは王国の良い知らせを伝えるよう弟子たちに命じ，その方法を示しました。（マタ 10:7。ルカ 8:1）例えば，王国についてのメッセージに対する良い反応や悪い反応にどう応じるべきかを教えました。（ルカ 9:2-5）そして，伝道活動が行われる範囲について，弟子たちは「全ての国の人々」に伝えると予告しました。（マタ 24:14。使徒 1:8）人々の反応がどうであれ，弟子たちは神の王国とそれが成し遂げる事柄について伝えなければなりませんでした。

 4. マタイ 28章18-20節によると，私たちは王国について伝えることに加えて，何を行う必要がありますか。

4 イエスの命令のもう1つの面は何でしょうか。イエスが命令した事柄全てを守るように，弟子となる可能性がある人たちを教えることです。しかし，このように伝えたり教えたりする活動は，ある人たちが言うように，1世紀のクリスチャンだけに与えられた務めだったのでしょうか。そうではありません。イエスは，この重要な活動が現代に至るまで行われ，「体制の終結まで」続くことを示しました。（マタイ 28:18-20を読む。）イエスはこの命令を500人以上の弟子たちに現れた時に与えたようです。（コリ一 15:6）そして，ヨハネへの啓示の中で，弟子たち全てが行うべきことをはっきり示しました。それは，エホバについて学ぶよう人々を助けることです。（啓 22:17）

 5. コリント第一 3章6-9節によると，パウロはどんな例えを使って，伝えることと教えることの関連を示しましたか。

5 使徒パウロは，人々を弟子とする活動を作物を育てることに例え，種を植えるだけでは十分ではないことを示しました。コリントのクリスチャンにこう言いました。「私は植え，アポロは水を注ぎました。……皆さんは，神が耕している畑……です」。（コリント第一 3:6-9を読む。）私たちは，「神が耕している畑」で働く者として，植えるだけでなく，水を注ぎ，成長を見守ります。（ヨハ 4:35）同時に，成長させるのは神であることを認めます。

 6. 教えることにはどんなことが含まれますか。

6 私たちは，「永遠の命を得るための正しい態度を持つ人」を探しています。（使徒 13:48）弟子となるよう，そうした人たちを助けるために，何をする必要があるでしょうか。そうした人たちが聖書から学んだことを（1）理解し，（2）受け入れ，（3）実践するよう助けることです。（ヨハ 17:3。コロ 2:6，7。テサ一 2:13）会衆の全ての人は，聖書を学んでいる人が集会に出席した時，温かく歓迎し，愛を示すことによって，助けになることができます。（ヨハ 13:35）その人に聖書を教えている人は，その人が「要塞のように強固な」考えや習慣を打ち砕けるよう，多くの時間やエネルギーを費やす必要があるかもしれません。（コリ二 10:4，5）その人がこうした変化を遂げて，バプテスマという目標を達成するには，何カ月もかかることでしょう。でも，努力するだけの価値があります。






人々を弟子とするよう私たちを動かすのは愛


 7. 伝道や人々を弟子とする活動を行うよう私たちを動かすのは何ですか。

7 私たちが伝道や人々を弟子とする活動を行うのはなぜでしょうか。第一に，エホバを愛しているからです。良い知らせを伝え，人々を弟子とするように，という命令にベストを尽くして従うなら，神を愛していることを示せます。（ヨハ一 5:3）あなたは，エホバへの愛に動かされて，家から家の伝道を行うようになりました。そうするようにという命令に従うのは，簡単なことでしたか。恐らく簡単ではなかったことでしょう。初めて戸口に立った時には，緊張したのではありませんか。それでもこの命令に従ったのは，イエスがそうすることを望んでいると分かっていたからです。そして，伝道を行うことは，だんだんと楽になっていったことでしょう。では，誰かに聖書を教えることについてはどうでしょうか。考えただけでも緊張するかもしれません。しかし，「緊張に負けることなく，聖書を学んでみるよう勧める勇気を与えてください」とエホバに祈るなら，エホバは，人々を弟子とする活動を行いたいというあなたの願いを強めてくれるでしょう。

 8. マルコ 6章34節からすると，ほかにもどんなものが，真理を教えるよう私たちを動かしますか。

8 第二に，私たちが真理を教えたいと思うのは，隣人を愛しているからです。ある時，イエスと弟子たちは休まずに伝道を行っていたので，非常に疲れていました。休憩できる場所に向かいましたが，大勢の人に見つかってしまいました。でも，イエスは人々をかわいそうに思って，「多くのこと」を教え始めました。（マルコ 6:34を読む。）疲れていたにもかかわらず，出し惜しみしませんでした。そうできたのはなぜでしょうか。イエスは，そこに集まっていた人たちの身になって考えました。人々が非常に苦しんでいて，本当に希望を必要としているのを見て取り，助けてあげたいと思ったのです。現代の人々も同じような状態にあります。どれほど幸せそうに見えても，見た目に惑わされてはなりません。人々は，導いてくれる羊飼いがいない，迷い出た羊のようです。使徒パウロはこうした人々について，神を知らず，希望もない，と述べています。（エフェ 2:12）そうした人たちは，「滅びに至る……道」を歩んでいるのです。（マタ 7:13）区域の人たちがどれほど神の導きを必要としているかについて考えると，私たちは愛と同情心に動かされて，助けてあげたいという気持ちになります。そして，助けるための一番良い方法は，一緒に聖書を学ぶよう勧めることです。

 9. フィリピ 2章13節によると，エホバはどのように私たちを助けてくれますか。

9 もしかすると，聖書を学ぶよう勧めるのをためらうのは，誰かに聖書を教えることになれば多くの時間を取られることになる，と分かっているからかもしれません。もしそうであれば，エホバに自分の気持ちを打ち明けてください。誰かに聖書を教えたいという気持ちが強くなるように助けてください，と祈ることができます。（フィリピ 2:13を読む。）使徒ヨハネが述べている通り，神はご自分の意志に沿った祈りに答えてくれます。（ヨハ一 5:14，15）ですから，人々を弟子とする活動に加わりたいという気持ちを強められるよう，エホバは必ず助けてくれるのです。






さまざまな問題を乗り越える


10-11. どんなことが原因で，人に聖書を教えるのを難しく感じるかもしれませんか。

10 私たちは，人々を弟子とするという務めを真剣に受け止めています。それでも，さまざまな問題にぶつかって，思うほど十分に行うことができないと感じることがあるかもしれません。どんな問題がありますか。どうすれば乗り越えられるでしょうか。

11 今の状況ではできることが限られていると感じる。年齢や体調のゆえにそう感じることがあるかもしれません。もしあなたもそうなら，新型コロナウイルスの大流行を通して学んだ点について考えてみてください。電子機器を使ってこれまでと同じように聖書レッスンを行えることが分かりました。ですから，あなたも自宅にいながら誰かに聖書を教えることができるかもしれません。この方法には，ほかにも良い面があります。ある人は，聖書を学びたいと思っていても，私たちが普段奉仕している時間帯だと都合が合いません。それでも，朝早くや夜遅くなら時間が取れるかもしれません。あなたの方が相手の都合に合わせることができますか。イエスがニコデモを教えたのは夜でした。それは，夜の方がニコデモにとって都合が良かったからです。（ヨハ 3:1，2）

12. どんな点を考えるなら，人に上手に教える自信を持つことができますか。

12 人に聖書を教える自信がない。誰かに聖書を教えるには，もっと知識や技術が必要だと感じていますか。もしそうなら，自信を持つのに役立つ3つの点を考えることができます。第一に，エホバから見れば，あなたには聖書を教える資格があります。（コリ二 3:5）第二に，あなたは，「天と地における全ての権威」を持っているイエスから，聖書を教える権威を与えられています。（マタ 28:18）第三に，1人で頑張る必要はありません。イエスは，何を言い，何を教えるべきかをお父さんエホバから学びました。私たちも同じように，エホバから学ぶことができます。（ヨハ 8:28; 12:49）また，聖書レッスンを始めて人を教える面で，野外奉仕グループの監督や，教えるのが上手な開拓者や伝道者に助けてもらうこともできます。例えば，こうした人たちの聖書レッスンに参加させてもらうなら，自信を持つ上で助けになるでしょう。

13. 私たちが新しい方法に慣れる必要があるのはなぜですか。

13 新しいやり方やツールになじめないと感じる。聖書を教える方法は変わりました。主な教材である「いつまでも幸せに暮らせます」を使って行う聖書レッスンは，準備の仕方も進め方もこれまでとは違います。読む節は少なくなり，話し合う時間が増えました。教える時には，動画を見せたりJW Libraryなどのツールを使ったりすることが増えています。こうしたツールの使い方がよく分からないなら，誰かに教えてもらうことができます。人間は習慣に基づいて行動する生き物なので，新しい方法に慣れるのは簡単ではありません。それでも，エホバと仲間に助けてもらうなら，新しい方法に慣れていき，聖書を教えることをもっと楽しめるようになるでしょう。ある開拓者が言っている通り，この新しい方法を使うなら，「学ぶ人も教える人も楽しめます」。

14. 自分の区域で聖書レッスンを始めるのは難しいと感じる場合，どんなことを覚えておくべきですか。コリント第一 3章6，7節の言葉は，どのように私たちの力となりますか。

14 自分の区域で聖書レッスンを始めるのは難しいと感じる。私たちが伝えるメッセージに無関心な人や反対する人がいます。どうすれば，そうした人たちに対して積極的な見方を保つことができますか。この不安定な世界では状況が急激に変化することがあります。ですから，以前は関心を示さなかった人も神の導きが必要であることに気付くようになるかもしれません。（マタ 5:3）これまでは出版物を一切受け取ろうとしなかった人が聖書レッスンを始めた，ということもあります。エホバは収穫の主人です。（マタ 9:38）私たちが植えて水を注ぐことを続けるよう望んでいます。しかし，成長させるのはエホバです。（コリ一 3:6，7）また，私たちが今は誰にも聖書を教えていないとしても，エホバは結果ではなく努力を見て報いを与えてくれます。そのことを思いに留めるなら，力を得られるでしょう。*






人々を弟子とする喜びを味わう




[image: 1人の人が弟子になる。1. 男性が1日の仕事で疲れ切って，家で座っている。2. 男性が，晩の時間に伝道に来たエホバの証人の夫婦から話を聞いている。3. 男性が，最初に伝道に来た兄弟から聖書を学んでいる。4. 男性が，バプテスマを受けようとしている。5. バプテスマを受けた兄弟が，1人の男性に伝道している。6. 兄弟と，兄弟に最初に伝道した夫婦と，兄弟から真理を聞いた男性が，パラダイスで一緒に食事をしている。]

良い知らせを伝えて教えるなら，人を助けることができる。（15-17節を参照。）*





15. 人が聖書を学び，学んだ事柄に基づいて行動する時，エホバはどう感じますか。

15 エホバは，人が聖書の真理を受け入れ，その真理を他の人に伝えるようになる時，喜びを感じます。（格 23:15，16）ご自分に仕える人たちがいま行っている事柄を見て，非常に喜んでいるに違いありません。例えば，2020奉仕年度には，感染症が世界的に流行したにもかかわらず，770万5765件の聖書レッスンが行われ，その結果，24万1994人がエホバに献身してバプテスマを受けました。そして今度は，新しく弟子となったこれらの人たちが聖書を教え，さらに多くの人を弟子としていくことでしょう。（ルカ 6:40）私たちが人々を弟子とする活動に加わる時，エホバは間違いなく喜んでくださるのです。

16. どんな目標を持つことができますか。

16 人々を弟子とすることは簡単な仕事ではありません。しかし，エホバの助けがあるので，私たちも天のお父さんを愛するよう人々を教える活動に貢献することができます。少なくとも1件の聖書レッスンを始めることを目標にできるでしょうか。ふさわしい時にはいつでも聖書レッスンを勧めるようにするなら，素晴らしい結果が得られることでしょう。エホバは私たちの努力を必ず祝福してくださいます。

17. 誰かに聖書を教えるなら，どんな気持ちを味わえますか。

17 人に真理を伝えることと教えることは，どちらも私たちに与えられた素晴らしい務めです。この活動に加わるなら本当に幸せになれます。テサロニケの多くの人たちを弟子とした使徒パウロは，自分の気持ちについてこう述べています。「私たちの主イエスの臨在の際に，イエスの前で，私たちの希望，喜びの源，歓喜の冠となるものは何でしょうか。それは皆さんではありませんか。皆さんは確かに私たちの誇りであり，喜びの源です」。（テサ一 2:19，20。使徒 17:1-4）現代でも大勢の兄弟姉妹がパウロと同じように感じています。夫婦で多くの人たちをバプテスマまで導いてきたステファニー姉妹はこう言います。「エホバに献身するよう人々を助けることほどうれしいことはありません」。







どのように答えますか


	  良い知らせを伝えるだけでなく，教えることも必要なのはなぜですか。



	  人々を弟子とするよう，私たちを動かすのは何ですか。



	  誰かに聖書を教えることを難しく感じさせる問題を乗り越えるために何ができますか。









57番の歌 あらゆる人に伝道する

^ 5節 エホバは私たちに素晴らしい務めを与えてくれています。それには，人々に良い知らせを伝えることだけでなく，イエスが命令した事柄全てを守るように教えることも含まれます。私たちが聖書を教えたいと思うのはなぜでしょうか。伝道や人々を弟子とする活動を行う上で，どんな問題にぶつかることがありますか。どうすればこうした問題を乗り越えることができるでしょうか。この記事では，こうした点を考えます。


^ 14節 人々を弟子とするために私たち一人一人にできることについては，「ものみの塔」2021年3月号の「バプテスマを目指して進歩するよう，会衆全体で助ける」という記事を参照。




^ 53節 写真や挿絵: 聖書を学ぶことによって，人の生活は変化していく。この男性は最初，エホバのことを知らず，目的のない人生を送っている。やがて伝道に来たエホバの証人に勧められ，聖書を学び始める。そして学んだことに基づいて献身し，バプテスマを受ける。その後，自分も人々を弟子とする活動に加わるようになる。将来，皆が楽園での生活を楽しむ。






^ （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^ 1節 （マル 13:10） また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。



^ 1節 （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^ 3節 （マタ 10:7） 行って，『天の王国は近づいた』と伝道しなさい。



^ 3節 （ルカ 8:1） その後すぐ，イエスは町から町へ，村から村へと旅をし，神の王国の良い知らせを広めた。12人が一緒にいた。



^ 3節 （ルカ 9:2-5） そして，神の王国について伝え，また病気を癒やすために遣わして， 3 こう言った。「旅のために何も，つえも食物袋もパンもお金も，持っていってはなりません。また，替えの*衣服を持ってもなりません。 4 どこでも，ある家に入ったなら，そこに滞在し，そしてその町から去りなさい。 5 どこでも，人々があなたたちを迎えない所では，その町を出る時に，後はその人たちの責任であることを示すために足の土を振り払いなさい」。

直訳，「2枚の」。


^ 3節 （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^ 3節 （使徒 1:8） しかし，聖なる力があなたたちに働く時，あなたたちは力を受け，エルサレムで，ユダヤとサマリアの全土で，また地上の最も遠い所*にまで，私の証人となります」。

または，「地の果て」。


^ （マタ 28:18-20） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。 19 それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 4節 （マタ 28:18-20） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。 19 それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 4節 （コリ一 15:6） その後，キリストは一度に500人以上の兄弟の前に現れました。その中には死の眠りに就いた人がいるものの，ほとんどは今も生きています。



^ 4節 （啓 22:17） 聖なる力*によって花嫁は，「来なさい！」と言い続ける。それを聞く人も，「来なさい！」と言いなさい。喉が渇いている人は来なさい。命の水が欲しい人は，無償で飲みなさい。

用語集参照。


^ （コリ一 3:6-9） 私は植え，アポロは水を注ぎました。しかし，成長させたのは神です。 7 ですから，大切なのは，植える者でも水を注ぐ者でもなく，成長させる神なのです。 8 植える者と水を注ぐ者は一つです*が，それぞれがその働きに応じて報われます。 9 私たちは神と共に働く者だからです。皆さんは，神が耕している畑，神の建物です。

または，「1つの目的を持っています」。


^ 5節 （コリ一 3:6-9） 私は植え，アポロは水を注ぎました。しかし，成長させたのは神です。 7 ですから，大切なのは，植える者でも水を注ぐ者でもなく，成長させる神なのです。 8 植える者と水を注ぐ者は一つです*が，それぞれがその働きに応じて報われます。 9 私たちは神と共に働く者だからです。皆さんは，神が耕している畑，神の建物です。

または，「1つの目的を持っています」。


^ 5節 （ヨハ 4:35） あなたたちは，収穫までまだ4カ月あると言っていませんか。しかし，目を上げて畑を見なさい。もう色づいて収穫できます。すでに，



^ 6節 （使徒 13:48） 異国の人々はこれを聞いて喜び，エホバ*の言葉を賛美するようになった。そして，永遠の命を得るための正しい態度を持つ人は皆，信者となった。

付録A5参照。


^ 6節 （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。



^ 6節 （コロ 2:6， 7） 皆さんは主であるキリスト･イエスを受け入れたのですから，キリストと結ばれて歩み続けてください。 7 教えられた通り，キリストに根を下ろし，自分をキリストの上に建て，揺るぎない信仰を持ち，感謝にあふれましょう。



^ 6節 （テサ一 2:13） それで，私たちは絶えず神に感謝しています。皆さんが私たちから神の言葉を聞いた時，それを人間の言葉としてではなく，まさしく神の言葉として受け入れたからです。その言葉は，信仰を持つ皆さんに良い感化を与えています。



^ 6節 （ヨハ 13:35） あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。



^ 6節 （コリ二 10:4， 5） 私たちの戦いのための武器は人間的なものではなく，神によって強力にされたものであり，要塞のように強固なものを打ち砕きます。 5 私たちは，神の知識に逆らって立つ一切の高い障壁や，さまざまな理論を打ち砕いています。また，一切の考えをいわば捕虜にし，キリストに従わせています。



^ 7節 （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^ （マル 6:34） イエスは舟を下り，大勢の人を見て，かわいそうに思った。羊飼いのいない羊のようだったからである。そして，多くのことを教え始めた。



^ 8節 （マル 6:34） イエスは舟を下り，大勢の人を見て，かわいそうに思った。羊飼いのいない羊のようだったからである。そして，多くのことを教え始めた。



^ 8節 （エフェ 2:12） その頃，皆さんはキリストを知らず，イスラエル国民とは無縁で，約束に関わる契約とは無関係でした。希望もなく，神を知らずに世の中で生活していました。



^ 8節 （マタ 7:13） 狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。



^ （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^ 9節 （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^ 9節 （ヨハ一 5:14， 15） 私たちは神について次の確信を持っています*。神は，私たちが神の意志に沿って願い求めることは何でも聞いてくださるのです。 15 また私たちは，願い求めることを神が聞いてくださることを知っているので，神に願い求めたならそのことはかなえられる，と確信しています。

または，「私たちは気後れせずに神に語り掛けることができます」。


^ 11節 （ヨハ 3:1， 2） パリサイ派の人で，ニコデモという男性がいた。ユダヤ人の支配者の1人だった。 2 この男性が夜にイエスの所に来て，言った。「ラビ，私たちは，あなたが教師として神のもとから来たことを知っています。神が共にいない限り，あなたがするような奇跡*は行えないからです」。

直訳，「しるし」。


^ 12節 （コリ二 3:5） 私たちは自分の力で十分な資格を得ているわけではなく，自分で何かを成し遂げていると考えることはできません。十分な資格は神から与えられているのです。



^ 12節 （マタ 28:18） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。



^ 12節 （ヨハ 8:28） それでイエスは言った。「あなた方は，人の子を杭に掛けた後に，私がその者で，何事も自分の考えで行っていたのではないことを知ります。私は，父が教えてくださった通りに，これらのことを話しています。



^ 12節 （ヨハ 12:49） 私は自分の考えで話したのではなく，私を遣わした天の父が，何を言い何を教えるべきかを命じました。



^ （コリ一 3:6， 7） 私は植え，アポロは水を注ぎました。しかし，成長させたのは神です。 7 ですから，大切なのは，植える者でも水を注ぐ者でもなく，成長させる神なのです。



^ 14節 （マタ 5:3） 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。



^ 14節 （マタ 9:38） それで，収穫のために人を遣わしてくださるよう，収穫の主人にお願いしなさい」。



^ 14節 （コリ一 3:6， 7） 私は植え，アポロは水を注ぎました。しかし，成長させたのは神です。 7 ですから，大切なのは，植える者でも水を注ぐ者でもなく，成長させる神なのです。



^ 15節 （格 23:15， 16） わが子よ，あなたの心が賢くなったら， 私は心から喜ぶ。 16 あなたの唇が正しいことを語るとき， 私は心の奥底*から歓喜する。

直訳，「腎臓」。


^ 15節 （ルカ 6:40） 生徒*は先生より上ではありませんが，十分に教えられた人は皆，その先生のようになります。

または，「弟子」。


^ 17節 （テサ一 2:19， 20） 私たちの主イエスの臨在*の際に，イエスの前で，私たちの希望，喜びの源，歓喜の冠となるものは何でしょうか。それは皆さんではありませんか。 20 皆さんは確かに私たちの誇りであり，喜びの源です。

用語集参照。


^ 17節 （使徒 17:1-4） 一行はアンフィポリスとアポロニアを通ってテサロニケに来た。そこにはユダヤ人の会堂があった。 2 それで，パウロは自分の習慣通り会堂に入り，3週続けて安息日に聖書から論じ*， 3 キリストが苦しみを受け，そして生き返る必要があったということを説明したり，関連する点を挙げて証明したりして，「私が伝えているこのイエス，この方がキリストです」と言った。 4 その結果，ある人たちは信者となってパウロとシラスに加わった。神を崇拝する非常に大勢のギリシャ人や，かなりの数の主立った女性たちもそうした。

または，「話し合い」。







研究記事27

エホバの忍耐に倣いましょう


「あなたたちは忍耐によって命を受けます」。ルカ 21:19

114番の歌 辛抱強さを示しましょう

何を学ぶか*




1-2. イザヤ 65章16，17節にあるエホバの言葉は，私たちが忍耐する上でどのように助けになりますか。

「あきらめてはいけない！」 この励ましの言葉は，2017年の地区大会の主題でした。私たちはこの大会を通して，さまざまな試練をどのように耐えることができるかを学びました。それから4年がたちました。私たちは今でも，この体制で忍耐しながら生活しています。

2 あなたは最近どんな問題にぶつかりましたか。家族や親しい友達を亡くしましたか。命に関わる病気と闘っていますか。年を取ることのつらさを感じていますか。自然災害に見舞われたり，暴力を振るわれたり，迫害に遭ったりしましたか。新型コロナウイルスの世界的流行などの影響を受けていますか。こうしたもの全てが過去のものになり，思い出されることも繰り返されることもない時が本当に待ち遠しいのではないでしょうか。（イザヤ 65:16，17を読む。）

 3. 私たちは今，何をする必要がありますか。なぜですか。

3 この体制で生きていくのは楽なことではありません。そして，将来にはもっと難しい問題を経験するかもしれません。（マタ 24:21）私たちは忍耐する力をさらに身に付けていく必要があります。なぜでしょうか。イエスがこう述べているからです。「あなたたちは忍耐によって命を受けます」。（ルカ 21:19）私たちと同じような試練を忍耐している人たちについて考えると，忍耐する力を得ることができます。

 4. エホバが忍耐の一番の手本と言えるのはなぜですか。

4 忍耐の一番の手本は誰でしょうか。エホバ神です。驚きましたか。でも言われてみれば，なるほどと思ったかもしれません。この世界は悪魔の支配下にあり，問題だらけです。エホバは世界の問題をすぐにでも終わらせることができますが，そうするのを将来のある時点まで待っています。（ロマ 9:22）その時が来るまで，神は忍耐し続けます。では，エホバが忍耐している9つの事柄について考えてみましょう。






エホバが忍耐していること




[image: エバが禁じられた木の実を食べようとしているところを蛇が見ている。]



 5. 神の名前はどんな非難を受けてきましたか。あなたはそのことについてどう感じますか。

5 名前に対する非難。エホバはご自分の名前を愛していて，全ての者がそれに敬意を示すことを望んでいます。（イザ 42:8）しかし，約6000年にわたって神の名前は非難されてきました。（詩 74:10，18，23）このことは，エデンの園で始まりました。悪魔（ギリシャ語では「中傷する者」という意味）は神を非難し，アダムとエバに幸せになるのに必要なものを与えていない，と主張しました。（創 3:1-5）その時以降，エホバは，人間に本当に必要なものを与えていない，という偽りの非難を受けてきました。イエスは，お父さんエホバの名前に繰り返し非難が浴びせられていることを本当につらく感じていました。それで，弟子たちにこう祈るよう教えました。「天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように」。（マタ 6:9）





[image: エバが，禁じられた木の実をアダムに渡している。]



 6. 主権についての問題を解決するために，エホバが十分の時間を与えたのはなぜですか。

6 主権に対する反抗。エホバには天と地を治める絶対的な権利があり，その統治の仕方は最高に良いものです。（啓 4:11）しかし，悪魔は天使や人間を惑わし，神にはその権利がないと思わせようとしてきました。エホバの主権が正しいかどうかについての問題は，すぐに解決できるようなものではありません。それで神は，賢明にも，人類に十分の時間を与えました。創造者の助けなしに自分たちを治めようとしても必ず失敗する，ということをはっきりさせるためです。（エレ 10:23）神が辛抱した結果，この件は一度限り解決され，二度と問題になることはありません。全ての人は，エホバの統治の方法が最高に良いものであり，神の王国だけが地球に本当の平和と安全をもたらせる，ということを知るようになるのです。





[image: 天にいるサタンと邪悪な天使たち]



 7. 誰がエホバに反逆してきましたか。そうした者たちに対して，エホバはどう行動しますか。

7 子供たちの反逆。エホバは，ご自分の子供である天使や人間を，傷のない完全なものとして創造しました。しかし，天使の1人が反逆して，サタン（「反抗する者」という意味）になり，完全な人間アダムとエバをエホバに反逆させました。やがて，その反逆に加わる天使や人間も現れました。（ユダ 6）後に，神に選ばれたイスラエル国民の中にも，エホバを退け，偽の神々を崇拝するようになった人たちがいました。（イザ 63:8，10）エホバが，裏切られたと感じたのも当然です。それでも，エホバは忍耐してきました。そして，全ての反逆者を滅ぼす時まで忍耐し続けます。その時が来れば，エホバに忠実な者たちも大きな喜びを経験します。この体制の悪をもはや忍耐する必要がなくなるからです。





[image: サタンが天のエホバの前でヨブを非難している。ヨブは地面に座っていて，体中に腫れ物ができている。]



8-9. エホバに関して，サタンはどんなうそをついていますか。私たちはそれに対してどう行動しますか。

8 悪魔のうそ。サタンは，エホバに仕える正直な人ヨブを非難し，エホバに忠実な人たち全ても自分の得になるからエホバに仕えている，と主張しました。（ヨブ 1:8-11; 2:3-5）悪魔は現代に至るまで同じ主張を続けています。（啓 12:10）私たちは，エホバへの愛の気持ちから試練を忍耐し，忠実を保つことにより，サタンの主張が全くのうそであることを示せます。忍耐するなら，私たちもヨブと同じように祝福を受けることができます。（ヤコ 5:11）

9 サタンは，間違った宗教の指導者たちを使って，エホバは残酷な神で人間に苦しみをもたらしている，と思わせようとしています。子供が死ぬと，「神様はさらに天使を必要としていたので，その子を天に召された」と言う人さえいます。愛情深いお父さんエホバに対する，なんと不敬な言葉でしょう。私たちは，重い病気にかかったり愛する人を亡くしたりしても，神を責めるようなことは決してしません。それどころか，将来エホバが病気を癒やし，亡くなった人を復活させてくださることを信じています。そして，エホバが本当に愛情深い神であることを，耳を傾ける全ての人に話します。そうすれば，エホバはご自分をあざける者に答えることができます。（格 27:11）



[image: 1人の女性が病院のベッドで横になっている。腕から点滴を受け，鼻には酸素吸入用のチューブが付けられている。]



10. 詩編 22編23，24節から，エホバについてどんなことが分かりますか。

10 ご自分に仕える人たちが苦しむのを見ること。エホバは思いやりがある神です。私たちが迫害や病気や不完全さに苦しむのを見ると，非常につらく感じます。（詩編 22:23，24を読む。）エホバは，私たちの苦しみを理解していて，それを終わらせたいと願っています。そして，実際に終わらせてくださいます。（出エジプト記 3:7，8，イザヤ 63:9と比較。）その時，「神は[私たち]の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります」。（啓 21:4）





[image: 墓地にいる1組の夫婦が，墓穴に下ろされたひつぎを見て，泣いている。]



11. 死の眠りに就いた忠実な人たちのことをエホバはどう思っていますか。

11 友たちとの死の別れ。エホバは，死の眠りに就いた忠実な人たちのことをどう思っているでしょうか。その人たちに再び会いたい，と願っています。（ヨブ 14:15）エホバが，友であるアブラハムに会えなくてどれほど寂しく思っているか，想像できますか。（ヤコ 2:23）「顔を合わせて」話したモーセについてはどうでしょうか。（出 33:11）そして，ダビデやほかの詩編作者が歌う美しい賛美の歌をどれほど聞きたいと思っているでしょう。（詩 104:33）神の友であるこれらの人たちは死の眠りに就いているとはいえ，エホバは彼らのことを忘れていません。（イザ 49:15）その性格の細かな点まで，全てを覚えています。聖書によると，「彼らは皆，神から見て生きているのです」。（ルカ 20:38，脚注）そして将来，エホバは友たちを復活させます。その時，彼らが心からの祈りと崇拝を捧げるのを再び見ることができるのです。愛する家族や友達を亡くした人は，こうした点を考えると慰めを得られるでしょう。





[image: 抑圧の例。1. 戦車に乗っている1人の兵士と，その後に続く歩兵たち。2. エホバの証人の夫婦に手錠を掛けて連行している警察官たち。]



12. 終わりが近づいたこの邪悪な時代に，エホバは特にどんなことをつらく感じていますか。

12 人々が邪悪な人に抑圧されるのを見ること。エデンで反逆が始まった時，エホバは問題が解決される前に状況が悪くなっていくことをご存じでした。エホバは，この世界に見られる悪や不公正や暴力を憎んでいます。孤児ややもめといった，弱くて無力な人たちのことを特に深く気に掛けています。（ゼカ 7:9，10）そして，ご自分に忠実に仕える人たちが抑圧されたり投獄されたりするのを見ると，とてもつらく感じます。エホバは，ご自分と共に忍耐している私たち全てのことを愛しているのです。





[image: 人々がナイトクラブで酒を飲み，騒いでいる。]



13. 人間はどのように堕落していますか。エホバはそれに対してどう行動しますか。

13 人類の道徳的な堕落。サタンは，神と似た者として創造された人間を堕落させることに喜びを感じています。エホバは，ノアの時代の「人々がひどく邪悪」なのを見て，「地上に人を造ったことを嘆き，心に痛みを感じ」ました。（創 6:5，6，脚注，11）その時と比べて，世界の状況は良くなっていますか。いいえ，なっていません。あらゆる性的不道徳が広まっているのを見て，悪魔は大喜びしていることでしょう。異性間でも同性間でも，不道徳な行為が行われているのです。（エフェ 4:18，19）サタンは，エホバを崇拝している人が重大な罪を犯すと，特に喜びます。やがて，エホバは辛抱するのをやめ，不道徳なことを行い続ける人を除き去ります。





[image: 工場が環境を汚染している。油まみれになった鳥が苦しんでいる。]



14. 神が造った地球や動物は，人間のせいでどうなっていますか。

14 地球が損なわれていくのを見ること。人は，「人を支配し，人に害を及ぼしてきた」だけでなく，エホバから委ねられた地球や動物をきちんと管理できていません。（伝 8:9。創 1:28）一部の専門家によると，人間のせいで今後数年以内に100万種以上の生物が絶滅する恐れがあります。* 自然界は危機に直面している，と言われているのも不思議ではありません。しかし感謝すべきことに，エホバは「地を損なっている人々[を]滅ぼ」して地球全体をパラダイスに変える，と約束しています。（啓 11:18。イザ 35:1）






エホバの忍耐から学べること


15-16. どんなことについて考えると，エホバと同じように忍耐するよう動かされますか。どんな例えで説明できますか。

15 天のお父さんエホバが何千年も忍耐してきたさまざまな問題について考えてみてください。（「エホバが忍耐していること」の囲みを参照。）エホバは，この邪悪な体制を滅ぼそうと思えばいつでも滅ぼすことができます。しかし，エホバの辛抱は私たちの祝福となってきました。例えで考えてみましょう。ある夫婦は，生まれてくる子供には重い障害があり，たくさんの世話が必要で，長くは生きられない，と告げられます。しかし，2人は大変であることが分かっていても，その子を産んで育てることにします。2人はその子を愛しているので，どんな大変なことも忍耐し，その子ができる限り幸せな人生を送れるようにします。

16 同じように，アダムとエバの子孫全員は不完全な状態で生まれてきます。それでも，エホバは愛し，世話してくださっています。（ヨハ一 4:19）例えに出てくる夫婦とは違い，エホバには人類の苦しみ全てを終わらせる力があります。そして，そうする時もすでに定めています。（マタ 24:36）エホバの愛について考えると，私たちも忍耐し続けるよう動かされるのではないでしょうか。

エホバが忍耐していること


	

[image: エバが禁じられた木の実を食べようとしているところを蛇が見ている。]



1. 名前に対する非難



	

[image: エバが，禁じられた木の実をアダムに渡している。]



2. 主権に対する反抗



	

[image: 天にいるサタンと邪悪な天使たち]



3. 子供たちの反逆



	

[image: サタンが天のエホバの前でヨブを非難している。ヨブは地面に座っていて，体中に腫れ物ができている。]



4. 悪魔のうそ



	

[image: 病院のベッドで横になっている女性が，点滴と酸素吸入を受けている。]



5. ご自分に仕える人たちが苦しむのを見ること



	

[image: 墓地にいる1組の夫婦が，墓穴に下ろされたひつぎを見て，泣いている。]



6. 友たちとの死の別れ



	

[image: 抑圧の例。1. 戦車に乗っている1人の兵士と，その後に続く歩兵たち。2. エホバの証人の夫婦に手錠を掛けて連行している警察官たち。]



7. 人々が邪悪な人に抑圧されるのを見ること



	

[image: 人々がナイトクラブで酒を飲み，騒いでいる。]



8. 人類の道徳的な堕落



	

[image: 工場が環境を汚染している。油まみれになった鳥が苦しんでいる。]



9. 地球が損なわれていくのを見ること









17. ヘブライ 12章2，3節にあるイエスについての記述から，忍耐を続けるよう，どんな励みを得られますか。

17 エホバは忍耐の完璧な手本です。そして，イエスはお父さんエホバの忍耐に倣いました。イエスは地上にいた時，私たちのために，悪意のこもった言葉や屈辱や，杭に掛けられて苦しむことを忍耐しました。（ヘブライ 12:2，3を読む。）エホバの手本はイエスが忍耐する力となったに違いありません。私たちもその手本から力を得ることができます。

18. ペテロ第二 3章9節からすると，エホバの辛抱によってどんなことが成し遂げられていますか。

18 ペテロ第二 3:9を読む。エホバはこの邪悪な世界を終わらせる最も良いタイミングをご存じです。エホバが辛抱してきたおかげで，何百万人もの大群衆が集められ，エホバを崇拝し，賛美するようになっています。大群衆は皆，自分が生まれてエホバを愛するようになり，献身できたのは，エホバの忍耐のおかげだ，と感謝しています。エホバが，最後まで忍耐した何百万人もの人たちに報いを与える時，エホバが忍耐することにしたのは正しかった，ということが誰の目にも明らかになるでしょう。

19. 私たちはどんなことを決意すべきですか。どんな報いを楽しみにできますか。

19 私たちは，喜びを保ちながら忍耐することをエホバから学べます。サタンがさまざまな痛みや苦しみを引き起こしているにもかかわらず，エホバは常に「幸福な神」です。（テモ一 1:11）私たちも喜びを保ちつつ，エホバがご自分の名前を神聖なものとし，主権を立証し，全ての悪を終わらせ，私たちが抱える問題も終わらせる時を辛抱強く待つことができます。天のお父さんエホバも忍耐していることを思いに留め，これからも忍耐し続けていくことを決意しましょう。そうすれば，私たち一人一人は次の言葉が実現するのを経験できるでしょう。「試練に耐え続ける人は幸せです。神から良いと認められるとき，命の冠を受けるからです。その冠は，エホバがご自分を愛し続ける人たちに約束したものです」。（ヤコ 1:12）







どのように答えますか


	  エホバが忍耐している事柄のうち，どの点が特に印象的でしたか。



	  イエスはお父さんエホバの忍耐の手本から，どんな良い影響を受けましたか。



	  あなたが忍耐し続けようと決意しているのはなぜですか。









139番の歌 新しい世界を見つめて

^ 5節 私たちは皆，何かしらの問題を抱えています。その多くは，今のところ解決策がなく，忍耐するしかありません。でも，忍耐しているのは私たちだけではありません。エホバも多くのことを忍耐しています。この記事では，そのうちの9つを取り上げます。また，エホバの忍耐によってどんなことが成し遂げられてきたか，エホバの手本にどのように倣えるかを考えます。


^ 14節 「種」という言葉は，聖書に出てくる「種類」という言葉と同じではありません。「種類」は生物を大まかに分けたグループのことを指しています。






^ （ルカ 21:19） あなたたちは忍耐によって命を受けます。



^ （イザ 65:16， 17） 地上で祝福を求める者は， 真実の*神によって祝福され， 地上で誓いを立てる者は， 真実の*神に懸けて誓う。 以前の苦難*は忘れられ， 私の目から隠される。 17 私は新しい天と新しい地を創造している。 以前の事柄は思い出されることも， 心に浮かぶこともない。

または，「信頼できる」。直訳，「アーメンである」。
または，「信頼できる」。直訳，「アーメンである」。
または，「問題」。


^ 2節 （イザ 65:16， 17） 地上で祝福を求める者は， 真実の*神によって祝福され， 地上で誓いを立てる者は， 真実の*神に懸けて誓う。 以前の苦難*は忘れられ， 私の目から隠される。 17 私は新しい天と新しい地を創造している。 以前の事柄は思い出されることも， 心に浮かぶこともない。

または，「信頼できる」。直訳，「アーメンである」。
または，「信頼できる」。直訳，「アーメンである」。
または，「問題」。


^ 3節 （マタ 24:21） その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。



^ 3節 （ルカ 21:19） あなたたちは忍耐によって命を受けます。



^ 4節 （ロマ 9:22） では，どうですか。神は，憤りを表して力を知らせることを望みながら，滅ぼされても当然な憤りの器を辛抱強く容赦していました。



^ 5節 （イザ 42:8） 私はエホバ。それが私の名。 私は自分の栄光をほかの誰にも与えず*， 自分の栄誉をどんな彫像にも与えない。

または，「誰とも分け合わず」。


^ 5節 （詩 74:10） 神よ，いつまで敵対者はあざけり続けるのですか。 敵は永遠にあなたの名を侮るのですか。



^ 5節 （詩 74:18） エホバ，思い出してください。敵があざけったこと， 愚かな民があなたの名を侮ったことを。



^ 5節 （詩 74:23） 敵が言っている事を忘れないでください。 あなたに反抗する人が絶えず騒ぎ声を上げています。



^ 5節 （創 3:1-5） さて，エホバ神が造った野生動物の中で蛇が最も用心深かった*。蛇が女に言った。「あなたたちは庭園の全ての木の実を食べてはならない，と神が言ったのは本当ですか」。 2 女は蛇に言った。「私たちは庭園の木の実を食べてよいのです。 3 でも，庭園の真ん中にある木の実について，神は，『食べてはならない。触れてもならない。食べたり触れたりするなら死ぬ』と言いました」。 4 蛇は女に言った。「あなたたちは決して死にません。 5 その木の実を食べた日に，目が開かれ，あなたたちが神のようになって善悪を知るようになることを神は知っているのです」。

または，「利口だった」。


^ 5節 （マタ 6:9） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。



^ 6節 （啓 4:11） 「私たちの神エホバ*，あなたは栄光と栄誉と力を受けるのにふさわしい方です。あなたが全てのものを創造されたからです。全てのものは，あなたのご意志によって存在するようになり，創造されました」。

付録A5参照。


^ 6節 （エレ 10:23） エホバ，私はよく知っています。 人は自分の道*を定めることができません。 自分で自分の歩みを導くことができないのです。

または，「生き方」。


^ 7節 （ユダ 6） また，本来の立場にとどまらずに自分の居場所から離れた天使たちを，永遠の鎖で縛り，刑を執行する大いなる日まで濃い闇の中に閉じ込めています。



^ 7節 （イザ 63:8） 「彼らは確かに私の民，私に尽くす*子たちである」と神は言い， 彼らの救い主となった。

または，「偽ることがない」。


^ 7節 （イザ 63:10） しかし，彼らは反逆し，神の聖なる力を悲しませた。 そのため神は彼らの敵となり， 彼らと戦った。



^ 8節 （ヨブ 1:8-11） エホバはサタンに言った。「私に仕えるヨブに注目したか。地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れている」。 9 サタンはエホバに答えた。「ヨブは本当に純粋な気持ちで神を畏れているのでしょうか。 10 彼も家族も全ての持ち物も，あなたが柵で囲んで守ったのではありませんか。あなたの祝福によって彼の仕事はうまく運び，家畜は非常に多くなりました。 11 試しに，あなたの手を出して，彼の持つもの全てを破壊してください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。

または，「非難されるところがない」。


^ 8節 （ヨブ 2:3-5） エホバはサタンに言った。「私に仕えるヨブに注目したか。地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れている。今でも私に忠誠を尽くしている。あなたが私をけしかけ，不当にも彼を破滅させ*ようとしているのに」。 4 サタンはエホバに答えた。「誰でも自分の身が一番*です。人は自分の命を守るために，自分が持つもの全てを差し出します。 5 試しに，あなたの手を出して，彼の体に傷を負わせて*ください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。

または，「非難されるところがない」。
直訳，「のみ込ませ」。
直訳，「皮膚のためには皮膚」。
直訳，「骨と肉にまで触れて」。


^ 8節 （啓 12:10） 私は大きな声が天でこう言うのを聞いた。 「今や，私たちの神の救いと力と王国，またその方のキリストの権威が実現しました！ 私たちの兄弟たちを神の前で昼も夜も訴える者が投げ落とされたからです。



^ 8節 （ヤコ 5:11） 私たちは，忍耐した人は幸せである*と考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバ*のおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバ*は優しい愛情*にあふれ，憐れみ深い方なのです。

または，「祝福されている」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「思いやり」。


^ 9節 （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^ （詩 22:23， 24） エホバを畏れる人たち，神を賛美せよ。 ヤコブの全ての子孫，神をたたえよ。 イスラエルの全ての子孫，畏敬の気持ちを抱け。 24 神は，虐げられている人の苦しみを軽んじたり無視したりせず， 顔を背けなかった。 助けを求めて叫ぶと，聞いてくださった。



^ 10節 （詩 22:23， 24） エホバを畏れる人たち，神を賛美せよ。 ヤコブの全ての子孫，神をたたえよ。 イスラエルの全ての子孫，畏敬の気持ちを抱け。 24 神は，虐げられている人の苦しみを軽んじたり無視したりせず， 顔を背けなかった。 助けを求めて叫ぶと，聞いてくださった。



^ 10節 （出 3:7， 8） エホバはさらに言った。「私は，エジプトにいる私の民の苦悩を確かに見た。強制労働をさせる者たちのことで叫ぶ彼らの声を聞いた。彼らの苦痛をよく知っている。 8 私は下っていって彼らをエジプト人から救い出し，そこから，広くて良い土地，非常に肥沃な土地*へ連れていく。カナン人，ヘト人，アモリ人，ペリジ人，ヒビ人，エブス人の領土である。

直訳，「乳と蜜が流れる地」。


^ 10節 （イザ 63:9） 彼らが苦しんでいたどの時にも，神も苦しみを味わった。 そして，神ご自身の使者*が彼らを救った。 神は愛と思いやりをもって彼らを救い*， 昔はいつも彼らを抱き上げて運んだ。

または，「神に仕える天使」。
直訳，「買い戻し」。


^ 10節 （啓 21:4） 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ 11節 （ヨブ 14:15） あなたは呼んでくださり，私はあなたに答えます。 あなたはご自分の手で造った人に再び会いたいと願い*ます。

または，「人のことを慕い」。


^ 11節 （ヤコ 2:23） 「アブラハムはエホバ*に信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」という聖句の通りになり，アブラハムはエホバ*の友と呼ばれるようになったのです。

付録A5参照。
付録A5参照。


^ 11節 （出 33:11） エホバは，人が他の人に話すかのように，顔を合わせてモーセに話した。モーセが宿営に戻る時には，ヌンの子で従者であるヨシュアが会見の天幕を離れなかった。



^ 11節 （詩 104:33） 私は生涯にわたりエホバに向かって歌う。 生きている限り私の神を賛美して歌う*。

または，「のために音楽を奏でる」。


^ 11節 （イザ 49:15） 女性が自分の乳を飲ませている子を忘れたり， 自分が産んだ子を思いやらなかったりするだろうか。 たとえ女性たちが忘れたとしても，私があなたを忘れることは決してない。



^ 11節 （ルカ 20:38） この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。彼らは皆，神にとっては生きているのです」。



^ 12節 （ゼカ 7:9， 10） 「大軍を率いるエホバはこう言う。『正しく公正に裁きなさい。揺るぎない愛と憐れみを示し合いなさい。 10 やもめや父親のいない子供*，外国人や貧しい人からだまし取ってはならない。互いに対して心の中で悪をたくらんではならない』。

または，「孤児」。


^ 13節 （創 6:5， 6） そのため，エホバは，地上の人々がひどく邪悪で，考え方全てが常に悪いのを見た。 6 エホバは，地上に人を造ったことを嘆き*，悲しんだ*。

または，「悔やみ」。
または，「心に痛みを感じた」。


^ 13節 （創 6:11） 一方，地上は，真の神から見て堕落して*いて，暴力があふれていた。

または，「破壊されて」。


^ 13節 （エフェ 4:18， 19） 彼らは思考が闇に覆われていて，神による命から遠く離れています。神について知ろうとせず，心が無感覚だから*です。 19 道徳感覚がまひしていて，恥知らずな行い*にふけり，あらゆる汚れた事柄を貪欲なまでに行います。

直訳，「鈍くなっているから」。
ギリシャ語，アセルゲイア。用語集参照。


^ 14節 （伝 8:9） 私はこの全てを見た。地上で行われた全てについて真剣に考えた。これまでずっと，人は人を支配し，人に害を及ぼして*きた。

または，「人を傷つけて」，「人の損失となって」。


^ 14節 （創 1:28） 神は2人を祝福し，こう言った。「子を生み，増えて，地上全体に広がり，地球を管理しなさい。また，海の魚，空を飛ぶ生き物，地上を動くあらゆる生き物を治めなさい」。



^ 14節 （啓 11:18） 国々は憤り，あなたご自身も憤りを表し，定めの時が来ました。それは，死んだ人々が裁かれる時であり，あなたの奴隷である預言者たち，聖なる人たち，あなたの名を畏れる人たちが，小さな者も大きな者も報われる時であり，地を損なっている人々が滅ぼされる時です」。



^ 14節 （イザ 35:1） 荒野と乾き切った土地は歓喜し， 砂漠平原は喜びに満ちてサフラン*のように花を咲かせる。

または，「クロッカス」。


^ 16節 （ヨハ一 4:19） 私たちが愛するのは，神がまず愛してくださったからです。



^ 16節 （マタ 24:36） その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。



^ （ヘブ 12:2， 3） 私たちの信仰を導き，完全にしてくださる方であるイエスを一心に見つめながら走るのです。イエスは，前途にある喜びのために，恥を物ともせず苦しみの杭*に耐え，神の座の右に座りました。 3 罪人たちは自分に害を招く敵対的な言葉を語り，イエスはそれを忍耐しました。そのイエスのことをよく考えてください。そうすれば，疲れて諦めてしまうことはないでしょう。

用語集参照。


^ 17節 （ヘブ 12:2， 3） 私たちの信仰を導き，完全にしてくださる方であるイエスを一心に見つめながら走るのです。イエスは，前途にある喜びのために，恥を物ともせず苦しみの杭*に耐え，神の座の右に座りました。 3 罪人たちは自分に害を招く敵対的な言葉を語り，イエスはそれを忍耐しました。そのイエスのことをよく考えてください。そうすれば，疲れて諦めてしまうことはないでしょう。

用語集参照。


^ （ペテ二 3:9） エホバ*は約束を果たすのが遅いと考える人もいますが，そうではありません。神は，一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいるので，皆さんのことを辛抱しているのです。

付録A5参照。


^ 18節 （ペテ二 3:9） エホバ*は約束を果たすのが遅いと考える人もいますが，そうではありません。神は，一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいるので，皆さんのことを辛抱しているのです。

付録A5参照。


^ 19節 （テモ一 1:11） その教えは幸福な神の素晴らしい良い知らせと一致しており，私はその良い知らせを託されました。



^ 19節 （ヤコ 1:12） 試練に耐え続ける人は幸せです。神から良いと認められるとき，命の冠を受けるからです。その冠は，エホバ*がご自分を愛し続ける人たちに約束したものです。

付録A5参照。







研究記事28

競い合うのではなく，平和を求めましょう


「自己中心的になってはなりません。競い合ったりねたみ合ったりしないようにしましょう」。ガラテア 5:26

101番の歌 一致して共に働く

何を学ぶか*




 1. 競争心を抱くと，どんな結果になりますか。

現代の多くの人たちは，競争心に駆られて人より上に立とうとします。例えば，ビジネスの世界では，ライバルに勝つために手段を選ばない人がいます。スポーツの世界でも，試合に勝つために相手チームの選手にわざとけがをさせる人がいます。また，有名大学に入るために，入試で不正行為をする人もいます。クリスチャンである私たちは，こうしたことが間違っていて，「罪深い欲望から出る行い」であることをよく知っています。（ガラ 5:19-21）では，エホバに仕えていても，気付かないうちに，会衆内で競争心を抱いたり抱かせたりしてしまうことがあるでしょうか。この点を考えるのは大切なことです。会衆に競争心が見られるなら，一致は弱まってしまうからです。

 2. この記事では，どんなことを考えますか。

2 この記事では，どんな良くない傾向があると仲間の兄弟たちに対して競争心を抱いてしまうかについて考えます。また，競い合おうとしなかった聖書時代の忠実な人たちの手本も取り上げます。では，自分の動機を分析することから始めましょう。






動機を分析する


 3. どんなことを考えるべきですか。

3 時々，自分の動機を分析するのは良いことです。次のように考えることができます。「私は自分のことを人と比較して考えることが多いだろうか。何をしていても自分が1番でいたいとか，あの兄弟や姉妹には負けたくない，という気持ちで頑張っているだろうか。それとも，エホバに喜んでもらいたい，という気持ちで取り組んでいるだろうか」。こうした点を考えるべきなのはなぜでしょうか。

 4. ガラテア 6章3，4節にある通り，自分を人と比較することを避けるべきなのはなぜですか。

4 聖書は，自分を人と比べることを避けるように勧めています。（ガラテア 6:3，4を読む。）なぜでしょうか。仲間よりも自分の方が優れていると考えるなら，誇りの気持ちを持ってしまうかもしれません。また，仲間より自分の方が劣っていると考えるなら，がっかりしてしまうことでしょう。どちらも健全な考え方とは言えません。（ロマ 12:3）ギリシャに住むカテリーナ姉妹はこう言います。* 「私は，自分よりもかわいい人や奉仕が上手な人や友達がたくさんいる人と自分を比べてしまっていました。それで，自分はだめだ，という気持ちになりました」。しかし，次の点を忘れないようにしましょう。エホバが私たちを引き寄せてくれたのは，私たちが美しいからでも上手に話せるからでも人気があるからでもありません。私たちがエホバを心から愛し，独り子イエスに進んで従っているからです。（ヨハ 6:44。コリ一 1:26-31）

 5. ヒョン兄弟の例から何を学べますか。

5 次の点も考えてみましょう。「私は，周りの人から平和をつくる人と見られているだろうか。それとも，人と意見がぶつかることがよくあるだろうか」。韓国に住むヒョン兄弟の例を取り上げましょう。兄弟は長老として奉仕していましたが，ある時期，会衆で責任を委ねられている兄弟たちをライバル視していました。こう言っています。「私は批判的になり，そうした兄弟たちの言うことによく反発していました」。どうなったでしょうか。「私がそうした態度を取ったので，会衆の一致が乱されてしまいました」。ヒョン兄弟は友達のおかげで問題に気付くことができ，自分の態度を改めました。今では，長老としての務めを立派に果たしています。自分の中に，平和を求めるのではなく競い合う傾向があることに気付いたなら，すぐに改善する必要があります。






利己心やねたみに警戒する


 6. ガラテア 5章26節によれば，どんな良くない傾向があると，競争心を示してしまいますか。

6 ガラテア 5:26を読む。どんな良くない傾向があると，競争心を示してしまうでしょうか。その1つは利己心です。利己的な人はプライドが高く，自分のことしか考えません。もう1つはねたみです。ねたみを抱く人は，ほかの人が持っているものを欲しがるだけでなく，それを奪おうとします。誰かをねたむなら，実際にはその人を憎んでいることになります。それで，伝染病を避けるのと同じようにして，こうした悪い傾向を退けましょう。

 7. 利己心やねたみがもたらす結果をどんな例えで説明できますか。

7 利己心やねたみといった良くない傾向は，飛行機の燃料に混入した不純物に例えることができます。飛行機は離陸できるかもしれませんが，不純物が燃料パイプに詰まると，着陸する前にエンジンの出力が低下し，墜落してしまうでしょう。エホバに仕えている人にも同じようなことが生じるかもしれません。利己心やねたみの気持ちを抱くなら，やがて“墜落”してしまいます。（格 16:18）エホバに仕えるのをやめ，自分にもほかの人たちにも悲惨な結果をもたらしてしまうでしょう。では，どうすれば利己心やねたみに警戒できるでしょうか。

 8. 利己心と闘うために何ができますか。

8 パウロがフィリピのクリスチャンに与えた助言に従うなら，利己心と闘うことができます。パウロはこう述べました。「対抗心を抱いたり，自己中心的になったりしてはなりません。謙遜になり，自分より他の人の方が上だと考えてください」。（フィリ 2:3）自分より他の人の方が上だと考えるなら，自分より優れた才能や能力を持っている人に競争心を抱くことはないでしょう。それどころか，そうした人たちが会衆にいてくれることをうれしく思うはずです。そうした人たちが自分の能力を生かしてエホバに仕え，エホバをたたえているなら，特にそうです。同じように，能力のある兄弟姉妹もパウロの助言に従うなら，私たちの良い面に目を留めてくれるでしょう。そのようにして，私たち全ては会衆の平和と一致に貢献することができるのです。

 9. ねたむ傾向を抑えるために何ができますか。

9 自分の限界をわきまえることによって慎みを示すなら，ねたむ傾向を抑えることができます。慎みがあるなら，自分にはほかの人よりも才能や能力がある，ということを示そうとはしないでしょう。そうではなく，自分よりも能力がある人から学ぼうとするはずです。例えば，会衆の中に公開講演の上手な兄弟がいるなら，どのように準備しているのか尋ねることができるかもしれません。料理の上手な姉妹がいるなら，おいしく作るコツを尋ねてみることができます。友達をつくるのが苦手な若い人は，上手な人にアドバイスを求めることができるでしょう。このようにするなら，ねたみを避けることができ，自分のスキルを磨くこともできます。






聖書中の手本から学ぶ




[image: ギデオンが，武装したエフライム族の人たちと話している。]

ギデオンは謙遜だったので，エフライムの人たちと平和な関係を保つことができた。（10-12節を参照。）





10. ギデオンはどんな難しい状況に直面しましたか。

10 マナセ族のギデオンとエフライム族の人たちの間に起きたことを考えてみましょう。ギデオンと300人の部下は，エホバの助けを得て劇的な勝利を収めました。そのことで誇りを抱いても不思議ではありませんでした。そこに，エフライムの人たちがやって来ました。ギデオンを褒めるためではなく，文句を言うためです。エフライムの人たちは，ギデオンが神の敵との戦いを始める時に自分たちに声を掛けなかったので，プライドを傷つけられたようです。彼らは，自分たちの部族の名誉のことばかり考えて，全体像を見ていませんでした。ギデオンはエホバの名をたたえ，エホバの民を守るために行動していたのです。（裁 8:1）

11. ギデオンはエフライムの人たちにどう応じましたか。

11 ギデオンは，エフライムの人たちに対して謙遜にこう言いました。「皆さんがしたことに比べれば私は大したことはしていません」。そして，エホバがエフライムの人たちを祝福した具体的な例を挙げました。すると，「エフライムの人たちの気持ちは治ま」りました。（裁 8:2，3）こうしてギデオンは，神の民の平和を守るために謙遜さを示したのです。

12. エフライムの人たちやギデオンからどんなことを学べますか。

12 この出来事から何を学べますか。エフライムの人たちからは，エホバをたたえることよりも自分の名誉のことを考えてはならない，という点を学べます。家族の頭や長老たちは，ギデオンから学ぶことができます。誰かが私たちのしたことに気分を害した場合には，その人の視点で考えるようにしましょう。その人が頑張っている点を褒めることもできます。そうするためには，私たちの側に謙遜さが必要です。相手が間違っている場合は，特にそう言えます。自分の正しさを示すことよりも，平和を守ることの方がはるかに重要なのです。



[image: ハンナが穏やかな表情で幕屋を後にしている。大祭司エリがそれを見ている。]

ハンナは物事をエホバに委ねたので，穏やかな気持ちを取り戻すことができた。（13-14節を参照。）





13. ハンナはどんな難しい状況に直面しましたか。どのように乗り越えましたか。

13 ハンナについても考えてみましょう。ハンナは，レビ族の人エルカナの妻で，エルカナから深く愛されていました。しかし，エルカナにはもう1人ペニンナという妻がいました。エルカナはペニンナよりもハンナの方を愛していました。しかし，「ペニンナには子供がい[まし]たが，ハンナには子供がい」ませんでした。それで，ペニンナはハンナを「傷つけようとして，……しきりにあざけって」いました。ハンナはどう感じたでしょうか。とても傷つきました。「泣いて，食事をしようとしなかった」ほどです。（サム一 1:2，6，7）しかし，聖書にはハンナがペニンナに仕返ししようとしたという記録はありません。ハンナは自分の気持ちをエホバに打ち明け，物事をエホバに委ねました。ペニンナはハンナに対する態度を改めたでしょうか。聖書には何も書かれていません。でも，ハンナは穏やかな気持ちを取り戻し，心が乱されることはもはやありませんでした。「もう沈んだ顔ではなかった」と書かれている通りです。（サム一 1:10，18）

14. ハンナからどんなことを学べますか。

14 ハンナから何を学べますか。誰かがあなたと張り合おうとするとしても，受けて立つ必要はありません。悪いことをされても仕返しをするのではなく，その人と平和な関係でいるようにしましょう。（ロマ 12:17-21）相手が態度を変えないとしても，あなたは穏やかな心を保てるでしょう。



[image: パウロとアポロが楽しそうに会話している。]

アポロとパウロはエホバが祝福してくださっていることを認めていたので，お互いをライバルと見ることはなかった。（15-18節を参照。）





15. アポロとパウロにはどんな共通点がありましたか。

15 では最後に，アポロとパウロの手本から学べる点を考えてみましょう。2人とも聖書をよく知っていました。人々によく知られていて，教えるのが上手でした。そして，イエスの弟子になるよう多くの人を助けました。それでも，2人がお互いをライバルと見ることはありませんでした。

16. アポロはどんな人でしたか。

16 アポロは，1世紀の学問の中心地である「アレクサンドリア生まれ」の人でした。また，話すのがとても上手で，「聖書によく通じてい」ました。（使徒 18:24）アポロがコリントにいた時，会衆内の一部の人たちは，パウロをはじめとするほかの兄弟たちよりも，アポロのことを気に入っていました。（コリ一 1:12，13）アポロは，会衆を分裂させるようなこうした考え方をあおったでしょうか。そんなことをしたとは考えられません。実際，アポロがコリントを去ってしばらくたってから，パウロはそこに戻るようアポロに勧めました。（コリ一 16:12）パウロは，アポロが会衆を分裂させていたと感じていたなら，そんなことはしなかったはずです。アポロは自分の能力を正しく用いていました。良い知らせを広めたり，兄弟たちを強めたりしていたのです。また，アポロは謙遜な人だったに違いありません。例えば，アクラとプリスキラがアポロに「神の道をより正確に説明した」時，アポロが腹を立てたという記録はありません。（使徒 18:24-28）

17. パウロはどのようにして平和を求めましたか。

17 パウロは，アポロの立派な働きを認めていました。しかし，アポロのせいで自分の立場が危なくなる，とは考えませんでした。パウロがコリントの会衆に与えた助言から，パウロが謙遜で，慎み深く，物分かりの良い人だったことが分かります。「私はパウロに従う」と言われていい気になるのではなく，皆の注意がエホバ神とイエス･キリストに向くようにしました。（コリ一 3:3-6）

18. コリント第一 4章6，7節からすると，アポロとパウロからどんなことを学べますか。

18 アポロとパウロからどんなことを学べますか。私たちはエホバのために一生懸命働いて，バプテスマを受けるよう多くの人を助けるかもしれません。それでも，全てはエホバの祝福のおかげであることを認めます。2人から学べる別の点は，会衆で委ねられている責任が大きければ大きいほど，会衆をさらに平和なところとするために一層貢献できる，ということです。長老や援助奉仕者たちは，会衆の平和と一致のために，聖書に基づく助言を与え，自分自身ではなく手本であるキリスト･イエスに注意を向けるようにしています。そのことに本当に感謝できるのではないでしょうか。（コリント第一 4:6，7を読む。）

19. 私たち一人一人には何ができますか。（「競争心をあおらないようにしましょう」という囲みも参照。）

19 私たち一人一人には，神から与えられた才能や能力があります。その能力を生かして「仕え合ってください」。（ペテ一 4:10）自分には大したことはできないと感じるかもしれません。それでも，一致に貢献する小さな行いの一つ一つは，服を縫い合わせる一針一針のように大切なものです。それで，人と競い合おうとするどんな傾向も自分の中から取り除くよう努力しましょう。そして，会衆の平和と一致に貢献するためにできることは何でも行うようにしましょう。（エフェ 4:3）

競争心をあおらないようにしましょう


私たちは気付かないうちに，会衆内で競争心をあおってしまうことがあります。例えば，誰が一番上手に話をするか，誰が一番いいコメントをするか，誰が最も優れた開拓者か，といったことを話してしまうかもしれません。また，自分にとって素晴らしいと思える能力を持っているかどうかで，2人の長老を比較してしまうこともあるでしょう。長老も人間なので，いつも比べられていると，その人をライバルと見るようになるかもしれません。そうなると，会衆に良くない影響が及んでしまいます。











どのように答えますか


	  自分の動機を分析すべきなのはなぜですか。



	  どうすれば競争心をあおることを避けられますか。



	  ギデオン，ハンナ，アポロ，パウロから，どんなことを学べましたか。









80番の歌 「エホバが善い神であること」を味わい知る

^ 5節 小さなひびが陶器を割れやすくするように，競争心は会衆の絆を弱めます。会衆の絆が弱くなり，一致が失われると，私たちは平和のうちに神を崇拝することができなくなります。この記事では，競争心を避けるべき理由と，会衆をもっと平和なところにするためにできることを考えます。


^ 4節 名前は変えてあります。






^ （ガラ 5:26） 自己中心的になって*はなりません。競い合ったりねたみ合ったりしないようにしましょう。

または，「うぬぼれて」。


^ 1節 （ガラ 5:19-21） さて，罪深い欲望から出る行いは明らかです。それは，性的不道徳*，汚れ，恥知らずな行い*， 20 偶像崇拝，心霊術*，敵意，争い，嫉妬，激怒，不和，分裂，分派， 21 ねたみ，酩酊，ばか騒ぎなどです。こうした事柄について私はすでに警告しましたが，あらためて警告します。こうした事柄を習慣にする人が神の王国を授けられることはありません。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
ギリシャ語，アセルゲイア。用語集参照。
または，「魔術」，「薬物の使用」。


^ （ガラ 6:3， 4） 本当は何者でもないのに，自分は大した者だと考える人は，間違った見方をしています。 4 一人一人，自分の行いについてよく考えましょう。そうすれば，人と比べて喜ぶのではなく，自分自身のことを喜べます。



^ 4節 （ガラ 6:3， 4） 本当は何者でもないのに，自分は大した者だと考える人は，間違った見方をしています。 4 一人一人，自分の行いについてよく考えましょう。そうすれば，人と比べて喜ぶのではなく，自分自身のことを喜べます。



^ 4節 （ロマ 12:3） 私は，示していただいた惜しみない親切に基づき，皆さんに言います。自分のことを必要以上に考えてはなりません。各自が神から与えられた信仰に応じて，健全な考え方をしましょう。



^ 4節 （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^ 4節 （コリ一 1:26-31） 兄弟たち，招かれた皆さん自身を見れば分かります。人から見て賢い人，力のある人，高貴な生まれ*の人は多くありません。 27 神は，世の中の愚かなものを選んで，賢い人が恥をかくようにし，世の中の弱いものを選んで，強いものが恥をかくようにしました。 28 神はまた，世の中の取るに足りないものや見下されているもの，つまり価値がないと見なされているものを選んで，価値があると見なされているものが無価値になるようにしました。 29 誰も神の前で誇ることがないようにするためです。 30 神によって，皆さんはキリスト･イエスと結ばれています。そしてキリストは私たちに神の知恵を明らかにし，私たちが正しいと認められ，神聖なものとされ，贖い*によって解放されるようにしました。 31 ですから，書かれている通り，「誇る人はエホバ*について誇るべきです」。

または，「立派な家柄」。
用語集参照。
付録A5参照。


^ （ガラ 5:26） 自己中心的になって*はなりません。競い合ったりねたみ合ったりしないようにしましょう。

または，「うぬぼれて」。


^ 6節 （ガラ 5:26） 自己中心的になって*はなりません。競い合ったりねたみ合ったりしないようにしましょう。

または，「うぬぼれて」。


^ 7節 （格 16:18） 誇りは崩壊につながり， 傲慢な精神は転落につながる。



^ 8節 （フィリ 2:3） 対抗心を抱いたり，自己中心的になったり*してはなりません。謙遜になり*，自分より他の人の方が上だと考えてください。

または，「うぬぼれたり」。
または，「自分を低く見て」。


^ 10節 （裁 8:1） エフライムの人たちはギデオンに言った。「一体どういうつもりだ。ミディアンと戦う時に，なぜわれわれを呼ばなかったんだ」。そしてひどく文句を言った。



^ 11節 （裁 8:2， 3） ギデオンは言った。「皆さんがしたことに比べれば私は大したことはしていません。エフライムのブドウの収穫の残りは，アビ･エゼルの収穫に勝っているではありませんか。 3 神はミディアンの高官オレブとゼエブを皆さんの手に渡しました。皆さんがしたことに比べれば私は大したことはしていません」。ギデオンがこう話すと，エフライムの人たちの気持ちは治まった。



^ 13節 （サム一 1:2） エルカナには妻が2人いた。一方はハンナ，もう一方はペニンナである。ペニンナには子供がいたが，ハンナには子供がいなかった。



^ 13節 （サム一 1:6， 7） しかも，彼女と張り合う妻ペニンナが彼女を傷つけようとして，エホバから子供を授かっていないことをしきりにあざけっていた。 7 毎年，エホバの家に上っていくたびにそのようにしていた。ハンナはひどくあざけられるので，泣いて，食事をしようとしなかった。



^ 13節 （サム一 1:10） ハンナは非常に苦しんでいて，エホバに祈って激しく泣きだした。



^ 13節 （サム一 1:18） ハンナは言った。「これからも私のことを良く思ってくださいますように」。彼女はそこを離れて，食事をした。もう沈んだ顔ではなかった。



^ 14節 （ロマ 12:17-21） 悪いことをされても，決して仕返しをしてはなりません。どうすれば誰の目から見ても*良いことを行えるかを考えてください。 18 できる限りのことをして，どんな人とも平和な関係でいるようにしましょう。 19 愛する皆さん，復讐してはなりません。神の憤りに任せましょう。「『復讐は私がすることであり，私が報復する』とエホバ*は言う」と書いてあるからです。 20 「敵が飢えているなら，食べさせましょう。喉が渇いているなら，飲む物を与えましょう。そうすれば，燃える炭をその人の頭の上に積む*ことになるのです」。 21 悪に征服されてはなりません。善によって悪を征服し続けましょう。

または，「前でも」。
付録A5参照。
いわばその人の固い心を溶かし，態度が和らぐようにする，ということ。


^ 16節 （使徒 18:24） さて，アレクサンドリア生まれのアポロというユダヤ人がエフェソスに着いた。雄弁で，聖書によく通じていた。



^ 16節 （コリ一 1:12， 13） 皆さんがそれぞれ，「私はパウロに従う」，「いや，私はアポロに」，「私はケファ*に」，「私はキリストに」と言っているとのことです。 13 キリストは分裂したのでしょうか。パウロが皆さんのために杭に掛けられて処刑されたのですか。皆さんはパウロの名によってバプテスマ*を受けたのですか。

ペテロとも呼ばれる。
用語集参照。


^ 16節 （コリ一 16:12） 私たちの兄弟アポロには，兄弟たちと一緒に皆さんの所に行くよう強く勧めました。今は行くつもりがないようでしたが，機会が訪れたら行くことでしょう。



^ 16節 （使徒 18:24-28） さて，アレクサンドリア生まれのアポロというユダヤ人がエフェソスに着いた。雄弁で，聖書によく通じていた。 25 この男性はエホバ*の道を教えられており，聖なる力によって熱意に燃え，イエスに関する事柄を正確に話したり教えたりしていたが，ヨハネのバプテスマしか知らなかった。 26 アポロは会堂で大胆に話し始めた。プリスキラとアクラは彼が話すのを聞き，連れていって，神の道をより正確に説明した。 27 また，アポロがアカイアに渡っていくことを望んだので，兄弟たちは弟子たちに手紙を書いて，親切に迎えるように勧めた。アポロはそこに着くと，神の惜しみない親切によって信者となっていた人たちを大いに助けた。 28 熱意を持って公然と，ユダヤ人の誤りを徹底的に証明し，イエスがキリストであることを聖書から示したのである。

付録A5参照。


^ 17節 （コリ一 3:3-6） 皆さんはまだ罪深い考え方をしています。嫉妬や争いがあることからすると，そうではないでしょうか。世の人々と同じように振る舞っているのではありませんか。 4 ある人が「私はパウロに従う」と言い，別の人が「私はアポロに」と言っているなら，世の人々のように行動していることになりませんか。 5 アポロは何者ですか。パウロは何者ですか。それぞれが主から与えられた務めを行い，信仰を持つよう皆さんを助けた奉仕者です。 6 私は植え，アポロは水を注ぎました。しかし，成長させたのは神です。



^ （コリ一 4:6， 7） さて，兄弟たち，私は皆さんのために，こうしたことを私とアポロに当てはめて*論じてきました。「書かれている事柄を越えてはならない」という点を学んでもらい，皆さんが思い上がって人をひいきしたり見下したりすることのないためです。 7 というのは，あなたの何が他の人より優れているのですか。あなたが持っているもので，もらったのではないものがあるのですか。もらったのであれば，どうしてもらったのではないかのように誇るのですか。

または，「置き換えて」。


^ 18節 （コリ一 4:6， 7） さて，兄弟たち，私は皆さんのために，こうしたことを私とアポロに当てはめて*論じてきました。「書かれている事柄を越えてはならない」という点を学んでもらい，皆さんが思い上がって人をひいきしたり見下したりすることのないためです。 7 というのは，あなたの何が他の人より優れているのですか。あなたが持っているもので，もらったのではないものがあるのですか。もらったのであれば，どうしてもらったのではないかのように誇るのですか。

または，「置き換えて」。


^ 19節 （ペテ一 4:10） 神の惜しみない親切はさまざまな形で表されます。一人一人に能力*が与えられているのですから，神から親切を示された立派な管理人として，その能力を生かして仕え合ってください。

または，「贈り物」。


^ 19節 （エフェ 4:3） 平和という絆で結ばれ，聖なる力による*一致を保つよう真剣に努力してください。

または，「精神の」。







研究記事29

自分自身の成長を喜びましょう


「人と比べて喜ぶのではなく，自分自身のことを喜べます」。ガラテア 6:4

34番の歌 高潔さを捨てずに歩む

何を学ぶか*




 1. エホバが私たちをほかの人と比べたりしないのはなぜですか。

エホバはさまざまな違いを楽しむ神です。人間をはじめとする素晴らしい創造物を見れば，そのことが分かります。あなたと同じ個性を持っている人は一人もいません。ですから，エホバはあなたをほかの人と比べたりは決してしません。あなたの心の中を調べます。（サム一 16:7）あなたの得意なことや苦手なこと，また育った環境もご存じです。そして，あなたができないことまで求めたりはしません。私たちは，自分自身に対してエホバと同じ見方をする必要があります。そうすれば，「健全な考え方」を持つことができ，自分を過大評価することも過小評価することもないでしょう。（ロマ 12:3）

 2. 自分を人と比べるのが良くないのはなぜですか。

2 もちろん，宣教を上手に行っている兄弟姉妹の手本に注目するのは良いことです。（ヘブ 13:7）そうすれば，自分の宣教を改善する方法が分かるかもしれません。（フィリ 3:17）しかし，誰かの手本に倣うことと，自分をその人と比べることは，別の話です。そうした比較をするなら，ねたんだり，がっかりしたり，自分はだめだという気持ちになったりするかもしれません。また，前の記事で学んだ通り，会衆の仲間に対して競争心を抱くなら，エホバとの関係が損なわれてしまいます。それでエホバは，愛の気持ちから私たちにこう勧めています。「一人一人，自分の行いについてよく考えましょう。そうすれば，人と比べて喜ぶのではなく，自分自身のことを喜べます」。（ガラ 6:4）

 3. 自分のどんな成長を喜ぶことができますか。

3 エホバが願っているのは，あなたが信仰面での自分自身の成長を喜ぶことです。例えば，すでにバプテスマを受けているなら，その段階まで進歩できたことを喜ぶことができます。あなたはバプテスマを受けることを自分で選びました。そうしたのは，あなたがエホバを愛していたからです。その時以降，どんな進歩を遂げてきたでしょうか。聖書通読や個人研究がもっと好きになったかもしれません。一層心のこもった祈りを捧げるようになったかもしれません。（詩 141:2）伝道でもっと会話ができるようになり，いろいろなツールを上手に使えるようになったかもしれません。そして，エホバの助けで，より良い夫や妻や親になれたかもしれません。こうした面で成長してきたことを心から喜ぶことができるでしょう。

 4. この記事ではどんなことを考えますか。

4 私たちは，ほかの人もその人自身の信仰面での成長を喜び，人と比べることがないように助けることができます。この記事では，親が子供を，夫婦が互いをどのように助けられるか，また，長老や会衆のほかの人たちが仲間の兄弟姉妹をどのように助けられるかを考えます。そして，自分の能力や状況に応じた目標を立てる上で役立つ聖書の原則も考えます。






親や夫婦にできること




[image: 父親と母親と3人の子供たちがノアの箱船と動物たちを作っている。]

親の皆さん，子供たち一人一人の努力に目を留めてください。（5-6節を参照。）*





 5. エフェソス 6章4節からすると，親はどんなことを避けるべきですか。

5 親は子供をほかの子供と比べたり，その子に無理なことを求めたりしないよう注意するべきです。そうしたことをするなら，子供をいら立たせてしまうかもしれません。（エフェソス 6:4を読む。）幸子姉妹はこう言います。* 「学校で先生たちから，クラスメートよりも良い成績を取るように期待されました。さらに母からも，学校でしっかりやるようにと言われました。先生や真理にいない父親にエホバの証人のことを良く思ってもらうためです。母は私に，テストでいつも100点満点を取ることを求めましたが，それは無理なことでした。学校を卒業して何年もたちますが，今でも，『ベストを尽くしても，エホバは喜んでくれないんじゃないか』と思うことがあります」。

 6. 親は，詩編 131編1，2節からどんなことを学べますか。

6 親は，詩編 131編1，2節から大切な点を学べます。（読む。）ダビデ王は，「大それたことや，身の丈以上のことを望んだりしない」と言いました。ダビデは，謙遜で慎み深い人だったので，「自分を落ち着かせ，静め」ることができました。親はダビデの言葉から何を学べますか。謙遜さと慎みがあれば，自分に対してだけでなく，子供に対しても無理なことを求めたりしないということです。親は，子供の得意なことや苦手なことを理解した上でふさわしい目標を持てるよう助けるなら，子供に自信を持たせることができます。マリーナ姉妹はこう述べています。「母は，私のことを兄や2人の弟やほかの子供たちと比べることは決してしませんでした。みんなそれぞれにいいところがあって，誰もがエホバにとって大切なんだ，ということを教えてくれました。おかげで，今も自分をほかの人と比べることはほとんどありません」。

7-8. 夫は妻を大切にしていることをどのように示せますか。

7 クリスチャンである夫は，妻を大切にする必要があります。（ペテ一 3:7）大切にするとは，高く評価して重んじることです。ですから，夫は妻の考えや気持ちを尊重することによって，妻を大切にしていることを示せます。妻に無理なことを求めたりはしません。ほかの女性と比べたりすることもありません。もしそのように比較されるとしたら，妻はどう感じるでしょうか。ロサ姉妹の例を考えてみましょう。姉妹の夫はエホバの証人ではありません。姉妹のことをほかの女性とよく比較します。姉妹は，夫のひどい言葉に自尊心を傷つけられただけでなく，自分は誰にも愛されていないのではないか，と考えるようになりました。こう言っています。「エホバは私のことを大切にしてくれている，といつも自分に言い聞かせる必要があります」。一方，クリスチャンである夫は妻を大切にします。そうすれば，妻との関係もエホバとの関係も良くなる，ということが分かっているからです。*

8 妻を大切にしている夫は，妻のことを人前で褒め，愛していることや感謝していることを直接伝えます。（格 31:28）前の記事に出てきたカテリーナ姉妹の夫はこの点を実践し，姉妹が自分はだめだという気持ちを乗り越えられるように助けています。姉妹は子供の頃，母親からけなされ，友達やほかの女の子と比べられることがよくありました。そのため，自分のことをほかの人と比べて考えるようになり，エホバの証人になってからもそうしていました。しかし，クリスチャンである姉妹の夫は，姉妹がこうした傾向と闘い，自分に対してもっとバランスの取れた見方ができるように助けています。姉妹はこう言います。「主人は私を愛し，私の良い点を褒め，私のために祈ってくれます。そして，エホバがどんなに素晴らしい方かを思い出させてくれますし，私がマイナス思考から抜け出せるように助けてくれます」。






長老や会衆のほかの人たちにできること


9-10. 長老たちは，人と比較する傾向があった姉妹をどのように優しく助けましたか。

9 自分を人と比べる傾向がある人たちを助けるために，長老たちは何ができるでしょうか。ハヌニ姉妹の例を考えてみましょう。姉妹は子供の頃，褒められることがほとんどありませんでした。こう述べています。「私はシャイで，自分のことをほかの子たちと比べて，自分はだめだという気持ちになっていました。物心がついた頃からずっとそうでした」。姉妹は，エホバの証人になってからも自分のことを人と比べていました。そのため，自分はほとんど会衆の役に立っていない，と感じていました。でも，今では開拓奉仕を楽しんでいます。姉妹はどうして見方を変えることができたのでしょうか。

10 ハヌニ姉妹は，長老たちが優しく助けてくれた，と言っています。長老たちは，姉妹が会衆にとって大切な存在であることを伝え，姉妹の立派な手本を褒めました。姉妹はこう述べています。「長老たちから何度か，助けが必要な姉妹を励ましてほしい，と頼まれたことがあります。そのように頼まれると，自分は必要とされているんだと感じました。ある時，長老たちは，私が若い姉妹たちを励ましたことに感謝してくれました。そして，テサロニケ第一 1章2，3節を読んでくれました。とてもうれしかったです。こうした素晴らしい牧者たちのおかげで，今では，エホバの組織の中に自分の居場所がある，と感じられるようになりました」。

11. 「打ちのめされた謙遜な人たち」をどのように助けることができますか。（イザヤ 57:15）

11 イザヤ 57:15を読む。エホバは，「打ちのめされた謙遜な人たち」のことを心から気に掛けています。長老たちだけでなく，私たち全てがこうした兄弟姉妹の力になることができます。そうするための1つの方法は，深い関心を示すことです。エホバはご自分の大切な羊のことをとても愛していて，そのことを私たちを通して伝えたいと思っています。（格 19:17）兄弟姉妹を助けるもう1つの方法は，謙遜さと慎みを示すことです。私たちは，自分に注意を引くことで誰かにねたみの気持ちを抱かせるようなことはしたくありません。そうではなく，自分の能力や知識を仲間の力になるために用いたいと思います。（ペテ一 4:10，11）



[image: イエスと弟子たちがたき火を囲んで座っている。1人が笛を吹き，みんなが歌ったり手をたたいたりしている。]

弟子たちがイエスと一緒にいたいと思ったのは，イエスが見下すような態度を取らなかったから。イエスは，友たちと時間を過ごすことを楽しんだ。（12節を参照。）





12. 一般の人々がイエスと一緒にいたいと思ったのは，なぜですか。（表紙の絵を参照。）

12 私たちは，人にどのように接したらよいでしょうか。弟子たちに対するイエスの接し方から多くのことを学べます。イエスは，最も偉大な人でしたが，「温和で，謙遜」でした。（マタ 11:28-30）自分が非常に賢く，膨大な知識を持っていることを見せつけるようなことはしませんでした。分かりやすい言葉で教え，一般の人たちの心に訴える例えを使いました。（ルカ 10:21）イエスは，高慢な宗教指導者たちとは違い，人々が自分自身を神から見て大切な存在と思えるようにしました。（ヨハ 6:37）一般の人々に対して敬意をもって接したのです。

13. 弟子たちに対するイエスの接し方には，どのように親切と愛が表れていましたか。

13 弟子たちに対するイエスの接し方には，親切と愛も表れていました。イエスは弟子たちのことをよく知っていました。弟子たちは能力や状況がそれぞれ違っていたので，皆が同じ責任を果たせたわけでも，宣教で同じ成果を上げられたわけでもありませんでした。それでも，イエスは弟子たちそれぞれがベストを尽くしていることをうれしく思っていました。イエスの思いやり深い態度は，タラントの例え話によく表れています。その例え話の中で，主人は奴隷たちに対して，「各自の能力に応じて」仕事を任せました。2人の奴隷は熱心に働きましたが，成果には差がありました。それでも，主人は2人に同じ褒め言葉を掛けて，こう言いました。「よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です」。（マタ 25:14-23）

14. 兄弟姉妹に接する際，イエスの手本にどのように倣えますか。

14 イエスは，私たちにも親切と愛を示してくださいます。能力や状況は人によって違うということを理解していて，私たちが自分のベストを尽くす時，喜んでくれます。私たちがイエスのこの手本に倣うのは大切なことです。私たちのせいで，仲間の兄弟姉妹が「自分はほかの人ほど多くのことを行えない」と感じて，がっかりしたり気落ちしたりするようなことが決してないようにしたいと思います。事あるごとに，兄弟姉妹がベストを尽くしてエホバに仕えていることを褒めるようにしましょう。






達成できる目標を立てる




[image: 1. 1人の姉妹がカレンダーを見ている。幼い息子はその横で遊んでいる。2. 姉妹が別の姉妹と奉仕に出掛け，女性に動画を見せている。姉妹の息子はパンフレットを持っている。]

達成できる目標を立て，それに向かって努力するなら，喜びを味わえる。（15-16節を参照。）*





15-16. 1人の姉妹は達成できる目標を立てることによって，どんな良い経験をしましたか。

15 目標を持ってエホバに仕えるなら，充実した生活を送ることができます。とはいえ，ほかの人ではなく，自分の能力や状況に合わせて目標を立てることが重要です。そうしないと，がっかりしたり気落ちしたりすることになってしまいます。（ルカ 14:28）開拓者の緑姉妹の例を考えてみましょう。

16 緑姉妹の父親はエホバの証人ではありません。姉妹は子供の頃，父親から，弟や妹やクラスメートと比較され，自尊心を傷つけられました。「自分はだめな子なんだと感じました」と緑姉妹は言います。しかし，姉妹は成長するにつれて自信を持てるようになりました。こう言っています。「聖書を毎日読むことで気持ちが穏やかになり，エホバに愛されていると感じられるようになりました」。さらに，姉妹は達成できる目標を立て，それに向かって努力できるよう具体的に祈りました。その結果，信仰面での自分自身の成長を喜ぶことができました。






自分のベストを尽くしてエホバに仕え続ける


17. どうすれば「考え方を新しくする努力を続け」ることができますか。そうすれば，どんな結果になりますか。

17 自分に対するネガティブな考え方を変えるには時間がかかります。それで，エホバはこう勧めています。「考え方を新しくする努力を続けましょう」。（エフェ 4:23，24）そのためには，エホバに祈り，聖書を学び，じっくり考える必要があります。こうしたことに励み，力を求めてエホバに頼りましょう。そうすれば，聖なる力の助けによって，自分を人と比較するどんな傾向にも立ち向かうことができます。また，ねたみや誇りという良くない感情が私たちの心に湧き上がる時も，エホバの助けを得て，そのことに気付いてすぐに除き去ることができます。

18. 歴代第二 6章29，30節の言葉から，どんな慰めを得られると思いますか。

18 歴代第二 6:29，30を読む。エホバは私たちの心をご存じです。私たちがサタンの世の精神や自分自身の不完全さと闘っていることも知っています。エホバは，私たちがそうしたものと必死に闘っているのを見て，私たちをますます愛してくださいます。

19. エホバは私たちに対するご自分の気持ちをどんな例を挙げて説明していますか。

19 エホバは，母親と赤ちゃんの絆を例に挙げて，私たちに対するご自分の気持ちを説明しています。（イザ 49:15）母親であるレイチェル姉妹はこう述べています。「娘のステファニーは未熟児でした。初めて見た娘はとても小さくて弱々しく見えました。娘が保育器の中にいた1カ月間，病院の先生は私が毎日娘を抱くことを許可してくれました。そうした幸せな時間を過ごせたので，娘との絆が強くなりました。娘は今では6歳になりました。体は同じ年のほかの子供たちほど大きくありません。それでも，生きるために一生懸命闘った娘を私は心から愛しています。娘のおかげで本当に大きな喜びを味わっています」。エホバは私たちがベストを尽くしてご自分に仕えようとするのを見る時，同じような深い愛を感じます。そのことを知ると，本当にうれしくなるのではないでしょうか。

20. エホバに仕えているあなたが喜べるのはなぜですか。

20 エホバに仕えているあなたは，エホバの大きな家族の中で貴重な存在です。あなたの代わりになれる人は誰もいません。エホバがあなたを引き寄せたのは，あなたがほかの人よりも優れていたからではありません。あなたの心を見て，あなたが温厚で，学んだことを当てはめようとする人であることを知ったからです。（詩 25:9）あなたがベストを尽くしてエホバに仕える時，エホバはそのことを必ず喜んでくださいます。あなたが忍耐と忠実さを示してきたことは，あなたが「非常に良い心」を持っていることの証拠です。（ルカ 8:15）ですから，自分のベストを尽くしてエホバに仕え続けてください。そうすれば，「自分自身のことを」大いに喜ぶことができるでしょう。







どのように答えますか


	  親は，子供が自分自身の信仰面での成長を喜べるよう，どのように助けることができますか。



	  会衆の兄弟姉妹が，愛され必要とされていると感じられるようにするため，長老たちには何ができますか。



	  自分のベストを尽くしてエホバに仕えるなら喜べます。なぜそう言えますか。









38番の歌 神はあなたを強い人にしてくださる

^ 5節 エホバは，私たちをほかの人と比べたりはしません。しかし私たちには，自分を人と比べて，自分はできていない，と考える傾向があるかもしれません。この記事では，自分を人と比べると良くないのはなぜかを考えます。また，家族や会衆の人たちが自分自身に対してエホバと同じ見方をするよう助けるために何ができるかも考えます。


^ 5節 一部の名前は変えてあります。


^ 7節 ここで取り上げた点の多くは，夫だけでなく妻にも当てはまります。




^ 58節 写真や挿絵: 家族の崇拝で，子どもたちがそれぞれノアの箱船に入れるものを作っている。その様子を見て，父親と母親がうれしそうにしている。


^ 62節 写真や挿絵: 学校に上がる前の子供を1人で育てている姉妹が補助開拓奉仕の計画を立てている。その後，目標を達成して，喜びを味わっている。






^ （ガラ 6:4） 一人一人，自分の行いについてよく考えましょう。そうすれば，人と比べて喜ぶのではなく，自分自身のことを喜べます。



^ 1節 （サム一 16:7） しかしエホバはサムエルにこう言った。「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない。人間の見方と神の見方は違う。人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」。



^ 1節 （ロマ 12:3） 私は，示していただいた惜しみない親切に基づき，皆さんに言います。自分のことを必要以上に考えてはなりません。各自が神から与えられた信仰に応じて，健全な考え方をしましょう。



^ 2節 （ヘブ 13:7） 皆さんを教え導いている*人たちのことを心に留めてください。皆さんに神の言葉を語った人たちです。その人たちの行いがどのような結果になるかをよく見て，その信仰に倣ってください。

または，「皆さんの中で率先している」。


^ 2節 （フィリ 3:17） 兄弟たち，皆で私に倣ってください。私たちが示した手本に沿って歩んでいる人たちをよく見てください。



^ 2節 （ガラ 6:4） 一人一人，自分の行いについてよく考えましょう。そうすれば，人と比べて喜ぶのではなく，自分自身のことを喜べます。



^ 3節 （詩 141:2） 私の祈りが，あなたに捧げられる香のようになりますように。 両手を上げた祈りが，夕方の穀物の捧げ物のようになりますように。



^ （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバ*が望む指導と助言*によって育ててください。

付録A5参照。
または，「エホバの考えを入れること」。


^ 5節 （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバ*が望む指導と助言*によって育ててください。

付録A5参照。
または，「エホバの考えを入れること」。


^ （詩 131:1， 2） エホバ，私の心は傲慢ではなく， 目も高慢ではない。 大それたことや， 身の丈以上のことを望んだりしない。  2 自分を落ち着かせ，静めた。 母に抱かれる乳離れした幼児のようになった。 私は満足する。乳離れした幼児のように。



^ 6節 （詩 131:1， 2） エホバ，私の心は傲慢ではなく， 目も高慢ではない。 大それたことや， 身の丈以上のことを望んだりしない。  2 自分を落ち着かせ，静めた。 母に抱かれる乳離れした幼児のようになった。 私は満足する。乳離れした幼児のように。



^ 7節 （ペテ一 3:7） 同じように，夫の皆さん，知識に基づいて*妻と暮らしてください。女性はより繊細な器ですから，妻を大切に*しましょう。妻たちも皆さんと一緒に，命という惜しみない恵みを受けるのです。妻を大切にするなら，祈りが妨げられることはないでしょう。

または，「思いやりを示しつつ」，「理解を示しつつ」。
または，「尊重」。


^ 8節 （格 31:28） 彼女の子供たちは立ち上がって彼女を褒め， 夫も立ち上がって称賛する。



^ 10節 （テサ一 1:2， 3） 私たちは，皆さんについて祈る時，いつも神に感謝しています。 3 皆さんの忠実な働き，愛に根差した労苦，主イエス･キリストに希望を抱いて示す忍耐を，父である神の前で絶えず思い起こすからです。



^ （イザ 57:15） 永遠に生きて*いて聖なる名を持つ， 至高の方はこう言う。 「私は高く聖なる場所に住んでいるが， 打ちのめされた謙遜な人たちと共にいる。 謙遜な人たちを元気づけ， 打ちのめされた人たちの心を力づけるために。

または，「住んで」。


^ 11節 （イザ 57:15） 永遠に生きて*いて聖なる名を持つ， 至高の方はこう言う。 「私は高く聖なる場所に住んでいるが， 打ちのめされた謙遜な人たちと共にいる。 謙遜な人たちを元気づけ， 打ちのめされた人たちの心を力づけるために。

または，「住んで」。


^ 11節 （格 19:17） 立場が低い人に親切にする人はエホバに貸しており， 神はその行いに報いて*くださる。

または，「返して」。


^ 11節 （ペテ一 4:10， 11） 神の惜しみない親切はさまざまな形で表されます。一人一人に能力*が与えられているのですから，神から親切を示された立派な管理人として，その能力を生かして仕え合ってください。 11 語る人は，神からの宣言を語るように語ってください。奉仕する人は，神が与えてくださる力に頼って奉仕してください。神が全てのことに関して，イエス･キリストを通してたたえられるためです。栄光と力はいつまでも永遠に神のものです。アーメン。

または，「贈り物」。


^ 12節 （マタ 11:28-30） 疲れていて*，荷を負い切れない人は皆，私の所に来てください。そうすれば，爽やかにしてあげましょう。 29 私と共に働いて，私から学んで*ください。私は温和で，謙遜だからです。あなたたちは爽やかさを感じるでしょう。 30 私と共に働くことは心地よく*，私が負わせる荷は軽いのです」。

もしかすると，「労苦し」，「悪戦苦闘し」。
または，「私の弟子（私から学ぶ人）になって」。
または，「私のくびき（てんびん棒）は負いやすく」。


^ 12節 （ルカ 10:21） まさにこの時，イエスは聖なる力により喜びにあふれて言った。「天地の主である父よ，あなたを大いに賛美します。あなたはこのようなことを賢い知識人たちから注意深く隠し，幼い子供たちに啓示されたからです。そうです，父よ，これはあなたのお考えに沿ったことです。



^ 12節 （ヨハ 6:37） 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。



^ 13節 （マタ 25:14-23） それはちょうど，外国へ旅行に出る際に，奴隷たちを呼び寄せて，自分の持ち物を委ねた男性のようです。 15 その男性は，ある人には5タラント，別の人には2タラント，さらに別の人には1タラントと，各自の能力に応じて与えてから，外国へ行きました。 16 5タラントを受け取った人はすぐに出掛け，それで商売をして，さらに5タラントを手に入れました。 17 2タラントを受け取った人も同じように，さらに2タラントを手に入れました。 18 しかし，ただ1タラントを受け取った奴隷は，出掛けていって地面を掘り，主人のお金を隠しておきました。 19 長い時がたち，主人が来て，預けたお金について奴隷たちに確認しました。 20 5タラントを受け取った人が進み出て，稼いだ5タラントを差し出し，言いました。『ご主人さま，5タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに5タラントを手に入れました』。 21 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい*』。 22 次に，2タラントを受け取った人が進み出て，言いました。『ご主人さま，2タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに2タラントを手に入れました』。 23 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい』。

または，「来てあなたの主人と喜びを共にしなさい」，「あなたの主人の喜びに入りなさい」。


^ 15節 （ルカ 14:28） 例えば，塔を建てようと思う場合，まず座って費用を計算し，完成させるだけのものを持っているかどうかを確かめるのではないでしょうか。



^ 17節 （エフェ 4:23， 24） 考え方*を新しくする努力を続けましょう。 24 そして，新しい人格を身に着けましょう。その人格は神の意志に沿って形作られる*ものであり，本当の正しさと忠実さ*に基づいています。

または，「精神的傾向」。
または，「創造された」。
または，「揺るぎない思い」。


^ （代二 6:29， 30） 誰かがあるいはイスラエルの民の皆が苦しみや痛みを覚え，この家に向かって両手を広げて祈るなら，どの祈りも恵みを求めるどの願いも， 30 あなたが，住まいである天からお聞きになり，許し，それぞれの歩みに応じた報いをお与えになりますように。あなたは一人一人の心をご存じだからです。あなただけが人の心を知っておられます。



^ 18節 （代二 6:29， 30） 誰かがあるいはイスラエルの民の皆が苦しみや痛みを覚え，この家に向かって両手を広げて祈るなら，どの祈りも恵みを求めるどの願いも， 30 あなたが，住まいである天からお聞きになり，許し，それぞれの歩みに応じた報いをお与えになりますように。あなたは一人一人の心をご存じだからです。あなただけが人の心を知っておられます。



^ 19節 （イザ 49:15） 女性が自分の乳を飲ませている子を忘れたり， 自分が産んだ子を思いやらなかったりするだろうか。 たとえ女性たちが忘れたとしても，私があなたを忘れることは決してない。



^ 20節 （詩 25:9） 温厚な人を正しく歩むよう導く。 ご自分の道を温厚な人に教える。



^ 20節 （ルカ 8:15） 良い土の上のもの，これは非常に良い心で神の言葉を聞いた後，それをしっかり保ち，耐え忍んで実を結ぶ人です。









[image: ジョン･キコットとローラ･キコット]




ライフ･ストーリー

エホバにずっと仕えてきて幸せです

ジョン･キコットの語った経験


カナダのベテルで私が最初にした仕事は，印刷が行われていた建物の床の掃き掃除でした。1958年，18歳の頃です。楽しい毎日でした。その後，印刷機から出てくる雑誌を決まったサイズに断裁する機械を操作するようになりました。ベテル奉仕が大好きでした。






翌年，ベテル家族に，南アフリカ支部で奉仕する人が必要だという発表がありました。新しい輪転機が設置されることになったからです。私も申し込みました。驚いたことに選ばれました。ほかに3人のカナダ人のベテル奉仕者が選ばれました。ケン･ノーディン，ビル･マクレラン，デニス･リーチです。「あげるのは片道切符だけだよ」と言われました。

母に電話してこう言いました。「お母さん，すごいことになったよ。南アフリカに行くんだ」。母は物静かですが，信仰が強く，エホバを深く愛していました。多くを語りませんでしたが，応援してくれていることが伝わってきました。両親は私が遠くに行ってしまうことを寂しく思ったに違いありませんが，私の決定に反対したりはしませんでした。






南アフリカへ
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ケープタウンからヨハネスブルクに向かう列車で，デニス･リーチ，ケン･ノーディン，ビル･マクレランと一緒に。1959年。
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2019年，南アフリカ支部で60年ぶりに再会した。





南アフリカに行くことになった私たち4人は，ブルックリン･ベテルで3カ月の訓練を受けました。活版印刷のために鉛を溶かして活字を作る仕事を覚えました。その後，貨物船で南アフリカのケープタウンへ向かいました。私は20歳になったばかりでした。ケープタウンでは，夜，列車に乗って遠くのヨハネスブルクに向かいました。明け方，最初に停車したのは半砂漠地域のカルーにある小さな町です。暑くて，ほこりっぽい場所でした。私たち4人は窓の外を見て，「ここはどんな所なんだろう。これからどんな生活になるんだろう」と不安になりました。何年かしてその場所を再び訪れると，落ち着いた魅力的な町だということが分かりました。

何年か行ったのはライノタイプの操作です。複雑ですが素晴らしい機械でした。この機械を使って，「ものみの塔」と「目ざめよ！」の印刷用の活字を1行ずつ作りました。支部事務所では，南アフリカで話されている多くの言語に加え，アフリカの他の国々の言語でも雑誌が印刷されました。新しい輪転機は大活躍でした。遠いカナダから4人で来たかいがありました。

その後，工場事務所で働くようになり，印刷，発送，翻訳などの仕事をサポートしました。忙しかったですが，充実した毎日でした。






結婚と新しい割り当て
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特別開拓奉仕をしていた頃のローラと私。1968年。





1968年，ベテルの近くに住んでいたローラ･ボーエンと結婚しました。ローラは開拓奉仕をしながら，翻訳部門のタイプの仕事もしていました。当時は結婚すると普通，ベテルから出ることになっていました。私たちは特別開拓奉仕をするよう割り当てられました。正直，ちょっと不安でした。ベテルで10年生活し，食べ物も部屋も与えられていたので，特別開拓者の給付金でやっていけるかどうか心配でした。毎月1人25ランド（当時，3700円ほど）を受け取りました。でも，それには条件があり，求められている奉仕時間，再訪問数，文書の配布数を達成しなければなりません。私たちはそのお金で家賃，食費，交通費，医療費，その他の出費を賄いました。

インド洋沿いのダーバンの近くにある，小さなグループに割り当てられました。そこにはインド人が大勢住んでいました。1800年代後半に砂糖産業で働くため，大勢のインド人が住むようになったのです。人々の仕事は当時と変わっていましたが，文化や食事は変わっていませんでした。おいしいカレーもその1つです。人々は英語を話せたので助かりました。

特別開拓者は毎月150時間伝道する必要があったので，私たちは最初の日，6時間奉仕する計画を立てました。蒸し暑い日でした。再訪問も聖書レッスンもなかったので，家から家の伝道だけを6時間行わなければなりませんでした。結構頑張ったと思って時計を見ると40分しかたっていませんでした。こんな調子でやっていけるんだろうかと不安になりました。

計画をよく立てるようにしました。毎日サンドイッチを作り，保温ポットにスープかコーヒーを入れます。疲れてきたら私たちの小さな車を木陰に止めて休憩します。インド人のかわいらしい子供たちが集まってきて，私たちを物珍しそうにのぞき込むこともありました。何日かするうちに，2，3時間伝道した後はあっという間に時間が過ぎていくことに気付きました。

区域の親切でもてなし好きな人たちに聖書の真理を伝えるのは，とても楽しかったです。インド人は優しくて，礼儀正しく，信心深い人たちです。多くのヒンズー教徒が真理を受け入れました。エホバ，イエス，聖書，平和な新しい世界，死者の復活について喜んで学びました。1年後には2人で20件の聖書レッスンを行うようになりました。みんな親切で，毎日どこかの家族が食事に招いてくれました。とても幸せなひとときでした。

その後間もなく，別の割り当てを受けました。美しいインド洋沿岸で巡回奉仕をするようになったのです。訪問中は毎週どこかの家族の家に泊まり，会衆の兄弟姉妹と一緒に働き，励まし合いました。私たちも家族の一員になったような気分で，子供たちやペットとも楽しい時を過ごしました。この充実した奉仕を始めて2年が過ぎた頃，支部事務所から突然電話がありました。ベテルに戻ってきてほしいということでした。私は「ここでの奉仕をとても楽しんでいるんです」と答えました。でももちろん，割り当てられるならどこででも奉仕するつもりでした。






ベテルに戻る


ベテルで割り当てられたのは，奉仕部門です。長年忠実に奉仕してきた大勢の兄弟たちと一緒に働くことができました。当時は巡回監督の訪問報告に基づき，会衆に手紙を送っていました。会衆を励まし，必要な指示を与えるためです。事務仕事を手伝ってくれていた兄弟たちは大忙しでした。コーサ語やズールー語など，アフリカの言語で書かれた報告を英語に訳し，今度は英語で書かれた手紙をアフリカの言語に訳す必要があったからです。一生懸命に翻訳してくれた兄弟たちは，アフリカの黒人の兄弟姉妹が経験している難しい問題について理解できるよう助けてくれました。

当時，南アフリカ政府はアパルトヘイト政策を施行していました。人種ごとに住む場所が指定されていたので，別の人種の人と交流を持つことはあまりできませんでした。アフリカの黒人の兄弟たちは，自分たちの言語を話し，自分たちの言語で伝道し，自分たちの言語の集会に出席していました。

私はずっと英語会衆で奉仕していたので，アフリカの黒人と知り合う機会があまりありませんでした。でも，ベテルの仕事を通して，地元の黒人の生活や文化や習慣について知ることができました。兄弟たちが地元の伝統や宗教に関係した難しい問題にぶつかっていることも知りました。聖書に反する伝統に従うのをやめるには，大変な勇気が要ります。また，心霊術に関わらないようにすると，家族や村の人たちの厳しい反対に遭います。場所によっては，人々は非常に貧しい生活をしていました。多くの人は学校教育をほとんど受けていませんでしたが，聖書に敬意を抱いていました。

崇拝の自由や中立に関する裁判で仲間をサポートする機会もありました。学校で祈りや賛美歌の斉唱に加わることを拒んだために放校された子供たちが勇気とエホバへの忠誠を示す姿を見て，信仰が強まりました。

当時スワジランドと呼ばれていた，アフリカの小さな国（現在のエスワティニ）の兄弟姉妹は，別の問題にぶつかりました。国王のソブーザ2世が亡くなった時，全国民は喪に服することを求められました。男性は髪をそり，女性は髪を短くしなければなりませんでした。これは先祖崇拝に基づく習慣でした。多くの兄弟姉妹はそれを拒んだため，迫害されました。兄弟姉妹がエホバへの忠誠を尽くすのを見て，とても励まされました。アフリカの兄弟姉妹の信仰，忠誠，辛抱強さから多くのことを学び，信仰が強まりました。






印刷の仕事に戻る


1981年，印刷をコンピューター化するための仕事に加わるよう割り当てられました。再び印刷の仕事です。わくわくするような仕事でした。印刷の世界は大きく変化していました。地元のセールス担当者は電子写植機を1台試しに無償で使わせてくれました。その結果，9台のライノタイプの代わりに5台の電子写植機を使うことになりました。新しいオフセット輪転機も1台設置されました。ますます多くの印刷が行われるようになりました。

印刷のコンピューター化に伴い，組版もMEPSつまり多言語電子出版システムで行われるようになりました。カナダから南アフリカに渡ってきた4人のベテル奉仕者が，遅くて手間のかかるライノタイプと活版印刷機を使っていた時代のことを考えると，感慨深いものがあります。（イザ 60:17）当時，私たち4人はみんな，エホバを深く愛する開拓者の姉妹と結婚していました。ビルと私はベテルで奉仕していました。ケンとデニスはベテルのそばの会衆で，子育てをしながら奉仕していました。

支部の仕事は増加していました。聖書文書をいっそう多くの言語で翻訳し，印刷し，他の支部にも発送しました。仕事の増加に伴い，もっと大きな施設が必要になりました。ヨハネスブルク西部の美しい場所で新しい支部の建設が行われ，1987年に献堂されました。そのような拡大を目の当たりにし，南アフリカ支部委員会で長年奉仕できて，本当にうれしかったです。






新しい割り当て


2001年に驚くようなことがありました。新しくできた米国支部委員会で奉仕することになったのです。南アフリカでの奉仕や友人たちを後にするのはつらいことでした。でも，米国のベテル家族と一緒に生活できることを考えてわくわくしました。

ただ，ローラの高齢の母親と離れて暮らすことになるのが心配でした。ニューヨークからはほとんど助けてあげられません。でも，ローラの3人の妹が，母親を身体面でも感情面でも金銭面でも世話したいと申し出てくれました。こう言いました。「私たちは全時間奉仕ができないけど，お姉さんたちがアメリカで奉仕できるよう，お母さんの世話は私たちがするね」。妹たちには深く感謝しています。

カナダのトロントに住む私の兄夫婦も，やもめの母を世話してくれていました。20年以上一緒に住んでいました。私たちがニューヨークに着いてから間もなく母は亡くなりましたが，それまでの間，愛情深く世話してくれました。本当に感謝しています。高齢の親を世話するのは大変なこともありますが，いろんな調整をして，進んで支えてくれる家族がいるのはありがたいことです。

米国では何年かの間，文書生産の仕事をしました。この仕事はさらに新しい技術が取り入れられ，簡素化されています。最近は購入部門で奉仕しています。これまで20年，この大きな支部で楽しく奉仕してきました。現在，5000人ほどのベテル家族に加え，2000人ほどのコミューターが奉仕しています。

60年前はここで奉仕するようになるとは夢にも思いませんでした。ローラはこれまでずっと，よく支えてくれています。本当に充実した人生です。これまでさまざまな割り当てを楽しみ，素晴らしい兄弟姉妹と奉仕してきました。世界各地の支部を訪問し，多くの仲間と働く機会もありました。今は80過ぎになり，以前ほど多くのことはできませんが，有能な若い兄弟たちがたくさんの仕事をしてくれています。

詩編作者はこう書きました。「エホバを神とする国民は幸せだ」。（詩 33:12）全くその通りです。大勢の仲間と共にエホバにずっと仕えることができ，本当に幸せです。









^ （イザ 60:17） 私は銅を金に替え， 鉄を銀に，木を銅に， 石を鉄に替える。 平和をあなたの監督とし， 正義をあなたの管理者*とする。

または，「あなたに仕事を割り当てる者」。


^ （詩 33:12） エホバを神とする国民は幸せだ。 神が所有物として選んだ民は。









[image: 2つのスマホの画面が向き合っている。1つの画面から男性の手が花束を差し出している。もう1つの画面から出てきた女性の手がそれを受け取ろうとしている。]




読者からの質問




エホバの証人は結婚相手を探すために婚活サイトを使うべきですか。


エホバは結婚する2人が幸せになり，いつまでも強い絆を保つことを願っています。（マタ 19:4-6）結婚したいと思っている人はどうすれば良い結婚相手を見つけられるでしょうか。エホバは創造者なので，どうすれば私たちが良い相手を見つけ，幸せな結婚生活を送れるかを知っています。ですから，エホバから与えられた原則を当てはめるなら，幸せになれます。幾つかの原則を考えましょう。

まず，自分の心について次のことを知る必要があります。「心はほかのどんなものよりも信用できず，必死になる」。（エレ 17:9）結婚相手を探している人が誰かに引かれると，すぐに強い感情が湧き上がり，正しい判断ができなくなることがあります。感情に流されて結婚すると，後悔する場合が少なくありません。（格 28:26）ですから相手のことをまだよく知らないうちに自分の気持ちを打ち明けたり，約束めいたことを言ったりするのは賢明ではありません。

格言 22章3節にはこうあります。「聡明な人は危険に気付いて身を隠すが，経験のない人たちは進んでいって当然の報いを受ける」。婚活サイトや婚活アプリを使うことにはどんな危険があるでしょうか。残念なことに，ある人たちはオンラインで出会った人とデートを始めたものの，だまされていたことに気付きました。偽アカウントを作って相手からお金をだまし取る人もいます。エホバの証人だとうそをついていた人もいます。

別の危険もあります。婚活サイトや婚活アプリの中には，コンピューターなどを使って相性診断をするものもあります。でも，そのような方法が本当にうまくいくという保証はありません。結婚相手を選ぶという大切なことを，人間が作ったコンピューター任せにするのは賢明なことでしょうか。コンピュータープログラムの方が聖書の原則より優れているなどといえるでしょうか。（格 1:7; 3:5-7）

格言 14章15節にはこうあります。「世間知らずの人は全ての言葉を信じ，聡明な人は1歩ごとにじっくり考える」。結婚相手を決める前に，その人のことをよく知る必要があります。でも，婚活サイトなどで相手をよく知るのは簡単なことではありません。プロフィールを交換し，オンラインで長時間会話したからといって，相手を本当によく知ったといえるでしょうか。理想の相手を見つけたと思ったのに，実際に会ってみてがっかりしたという人もいます。

詩編作者はこう言いました。「人を欺く者と交友を持ちません。自分がどんな人かを隠す者を避けます」。（詩 26:4）多くの人は自分を良く見せるために，プロフィールにうそを書いても構わないと考えます。そのような人は本当の自分を隠そうとするかもしれません。そもそも，オンラインでは相手の欠点に気付きにくいでしょう。自分はエホバの証人だという人がいるかもしれませんが，その人は本当にバプテスマを受けたクリスチャンでしょうか。クリスチャンとして十分に成長していますか。エホバとの友情を育てていますか。会衆でみんなに信頼されていますか。それとも，あまり評判が良くありませんか。その人と付き合うのは「悪い交友」だと思われていますか。（コリ一 15:33。テモ二 2:20，21）その人は聖書の基準から見て，結婚する自由がありますか。相手についてこうした点を知る必要があります。でもそうしたことは，その人のことをよく知っている兄弟姉妹に聞かなければなかなか分かりません。（格 15:22）また，エホバに忠実に仕える人は，クリスチャンではない人と結婚して「不釣り合いな関係」になることなど望みません。（コリ二 6:14。コリ一 7:39）

このように，婚活サイトや婚活アプリを使うことには危険が伴います。結婚相手を探すもっと良い方法がありますか。大勢で集まることが制限されていないなら，エホバの証人は集会や大会や交友の場で他の人と知り合うことができます。



[image: カップルがカフェで一緒に座り，うれしそうに話している。]

一緒に時間を過ごすなら，相手が自分と同じような目標や価値観を持っているかがもっとよく分かる。





パンデミックなどのために大勢で集まることができない場合には，電子機器を使って集会に参加できます。そのような時に，他の独身のエホバの証人と知り合うことができます。その人が集会でどのような話をし，コメントでどのように信仰を言い表しているかを聞くことができます。（テモ一 6:11，12）集会後，ブレイクアウトルームで会話することもできます。オンラインで兄弟姉妹と交友を持つことによって，あなたが関心を持っている人が他の人にどのように接するかを見ることができます。その人の本当の人となりが分かるでしょう。（ペテ一 3:4）その人をよく知るようになるにつれて，その人が自分と同じような目標や価値観を持っているか，良い結婚相手かが分かるでしょう。

独身の兄弟姉妹が聖書の原則に沿った方法で結婚相手を探すなら，次の格言にある通りのことを経験できるでしょう。「良い妻[あるいは，夫]を見つけた人は幸せを見つけた。そしてエホバの恵みを受ける」。（格 18:22）









^ 1節 （マタ 19:4-6） イエスは答えた。「あなた方は読まなかったのですか。人間を創造した方は，初めから男性と女性に造り， 5 『それで，男は父と母から離れて妻にしっかり付き，2人は一体となる』と言いました。 6 それで，2人はもはや別々ではなく，一体です。ですから，神が結び合わせた*ものを，人が離してはなりません」。

直訳，「くびきでつないだ」。


^ 2節 （エレ 17:9） 心はほかのどんなものよりも信用できず*，必死になる*。 誰がこれを知り得るだろうか。

または，「欺きに満ち」。
もしかすると，「直しようがない」。


^ 2節 （格 28:26） 自分に頼る*人は愚かであり， 知恵によって歩む人は安全である。

または，「の心に従う」。


^ 3節 （格 22:3） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。


^ 4節 （格 1:7） 知識はエホバを畏れる*ことから始まる。 愚かな人は知恵と指導を軽く見る。

または，「に深い敬意を抱く」。


^ 4節 （格 3:5-7） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。  7 自分は賢いと思ってはならない。 エホバを畏れ，悪から離れよ。

直訳，「理解」。


^ 5節 （格 14:15） 世間知らずの*人は全ての言葉を信じ， 聡明な人は1歩ごとにじっくり考える。

または，「経験のない」。


^ 1節 （詩 26:4） 人を欺く者と交友を持ち*ません。 自分がどんな人かを隠す者を避けます*。

直訳，「座り」。
または，「偽善者と交流しません」。


^ 1節 （コリ一 15:33） だまされて*はなりません。悪い交友は良い習慣を台無しにします*。

または，「思い違いをして」。
または，「道徳心をむしばみます」。


^ 1節 （テモ二 2:20， 21） さて，大きな家には，金や銀の器具だけでなく，木や土の器具もあります。立派な用途のための器具もあれば，つまらない*用途のための器具もあります。 21 それで，後者のような人たちから離れている人は，立派な用途のための器具となります。神聖にされたもの，持ち主の役に立つもの，あらゆる良い活動のために用意ができたものとなるのです。

または，「卑しい」。


^ 1節 （格 15:22） 相談*しないと計画は失敗し， 助言者が多ければ達成される。

または，「内密の話し合いを」。


^ 1節 （コリ二 6:14） クリスチャンではない人と結び付いて*はなりません。それは不釣り合いな関係です。正しいことと不法にいったいどんな関わりがあるでしょうか。光と闇にどんな共通点があるでしょうか。

または，「くびきで結ばれて」。


^ 1節 （コリ一 7:39） 妻は夫が生きている間はつながれています。しかし，もし夫が死の眠りに就くことがあれば，望みの人と自由に結婚できます。ただし，主に従う人とだけです。



^ 3節 （テモ一 6:11， 12） 神に仕えるあなたは，こうしたことから逃げ去りなさい。そして，正しさ，神への専心，信仰，愛，忍耐，温和を追い求めなさい。 12 信仰の戦いを立派に戦い，永遠の命をしっかり捉えなさい。あなたはその命のために招かれ，その命について多くの証人の前で立派に証言しました。



^ 3節 （ペテ一 3:4） 自分の内面*を飾りとしましょう。物静かで温和な精神という朽ちない飾りです。それは神から見てとても価値があります。

または，「内面の人つまり心」。


^ 4節 （格 18:22） 良い妻を見つけた人は幸せを見つけた。 そしてエホバの恵み*を受ける。

または，「善意」。







JW LibraryとJW.ORGのおすすめコンテンツ





聖書は人の生き方を変える

お金より大切なものを見つけました

ホテルの副支配人補佐だった男性は裕福でしたが，幸せではありませんでした。どのようにして本当に大切なものを見つけたのでしょうか。

JW Library: 出版物 > シリーズ記事 > 聖書は人の生き方を変える

jw.org: ライブラリー > シリーズ記事 > 聖書は人の生き方を変える

若い人は尋ねる

へこまない人になるには？

逆境は避けられません。それで問題の大小に関わらず，立ち直る力を身に付けることは大切です。

JW Library: 出版物 > シリーズ記事 > 若い人は尋ねる

jw.org: ライブラリー > シリーズ記事 > 若い人は尋ねる
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^ ***喜歌 64番 喜んで収穫に参加する***
64番
喜んで収穫に参加する
（マタイ 13:1-23）
1. さあ収穫の時 特別な時代
広い小麦畑 すぐそこに見える
収穫の仕方はイエスが教える
共に働く人は幸福になれる
2. 神と人への愛 心にあふれる
もっと広く遠く真理教えよう
希望捨てないなら喜び味わう
収穫が終わるまで神と働こう
（マタ 24:13; コリ一 3:9; テモ二 4:2も参照。）



^ ***喜歌 57番 あらゆる人に伝道する***
57番
あらゆる人に伝道する
（テモテ第一 2:4）
1. エホバ神に倣って
あらゆる人に語る
公平な神エホバ
人々を引き寄せる
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
2. エホバはよく見ている
人の心の中を
どんな人であろうと
良い知らせ伝えよう
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
3. エホバに仕えるため
生き方変える人は
エホバに喜ばれる
そのことを伝えたい
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
（ヨハ 12:32; 使徒 10:34; テモ一 4:10; テト 2:11も参照。）



^ ***塔研21 3月号 8–13ページ バプテスマを目指して進歩するよう，会衆全体で助ける***
研究記事10
バプテスマを目指して進歩するよう，会衆全体で助ける
「[体の]各部が正しく機能するとき，体は成長していき……ます」。エフェソス 4:16
85番の歌 互いを迎え入れましょう
何を学ぶか
「聖書を学ぶのは大好きでしたし，これは真理だと思っていました。でも，変化してバプテスマまで進歩できたのは，兄弟姉妹と親しくなれたからです」。これはフィジーに住むエイミー姉妹の言葉です。この言葉から大切な点が分かります。聖書を学んでいる人がバプテスマを目指して進歩していくには，会衆の兄弟姉妹からの助けが重要だということです。
2 会衆の人は皆，学んでいる人たちがエホバの証人になるよう助けることができます。（エフェ 4:16）バヌアツに住む開拓者のレイラニ姉妹はこう言います。「『子供は村全体で育てる』という言葉がありますが，この言葉は人を弟子とすることにも当てはまると思います。聖書の真理に従って生きるよう，会衆全体で助けるということです」。子供が成長して大人になる上で，家族，友達，学校の先生には，果たすべき役割があります。子供を励ましたり，大切なことを教えたりします。同じように，聖書を学んでいる人たちがバプテスマを目指して進歩するよう助ける上で，会衆の兄弟姉妹にはできることがあります。アドバイスや励ましを与えたり，良い手本を示したりすることです。（格 15:22）
3 聖書を教えている人が会衆の仲間からの助けを進んで受け入れる必要があるのは，なぜでしょうか。モルドバで特別開拓奉仕をしているアナ姉妹は，こう言っています。「聖書を学んでいる人は，進歩し始めると，いろいろな助けを必要とします。教えている人がその全てを自分でするのは無理です」。やはりモルドバで特別開拓奉仕をしているドリン兄弟は，こう言います。「学んでいる人が，私には思い付かないような言葉を仲間から掛けてもらい，それが心に響くということがよくあります」。レイラニ姉妹もこう述べています。「学んでいる人は，私たちの愛や気遣いを感じると，私たちがエホバに仕えていることを理解できるようになります」。（ヨハ 13:35）
4 それでも，自分が直接教えているわけではない人をどのように助けることができるだろうか，と思うかもしれません。この記事では次の点を考えます。研究に参加するよう誘われた場合，どんなことができますか。聖書を学んでいる人が集会に出席するようになったら，何ができますか。長老たちは，バプテスマを目指して進歩するよう学んでいる人を助けるために，何ができますか。
研究に参加する場合
5 研究の時，学んでいる人が聖書を理解できるよう助ける主な責任は，教えている人にあります。研究に参加するよう誘われたなら，自分はサポート役であるということを忘れないようにしましょう。（伝 4:9，10）では，どうすればその役割を上手に果たせるでしょうか。具体的な方法を考えてみましょう。
6 準備する。学んでいる人についていくらか知るようにしましょう。（格言 20:18を読む。）教えている人にこう尋ねることができます。「どんな感じの方ですか。次の研究ではどんな点を扱う予定ですか。今回の目標は何ですか。研究の時に言ってほしいことや言ってほしくないことがありますか。進歩を助けるために，私にできることがありますか」。もちろんプライベートなことは教えてもらえないでしょう。それでも，教えてもらえたことはきっと役に立つはずです。宣教者のジョイ姉妹は，研究に参加してくれる人たちにこうしたことを話すようにしています。こう言います。「そうすれば，参加してくれる人は学んでいる人にいっそう関心を持ってくれますし，どんなサポートができるかを考えてくれます」。
7 研究に参加するよう誘われたなら，扱われる資料を予習しておくとよいでしょう。（エズ 7:10）先ほどのドリン兄弟はこう言っています。「参加する人が予習してくれていると，とてもうれしくなります。助けになるコメントをしてくれるからです」。また，教える人と参加する人の両方がよく準備しているなら，学んでいる人にとって良い手本となるでしょう。しっかり予習することができないとしても，いくらか時間を取って，少なくとも要点を押さえておくようにしましょう。
8 研究の時に捧げられる祈りは，とても大切です。祈るよう頼まれたなら，どんなことを祈るかを前もって考えておきましょう。そうすれば，学んでいる人の心を動かすことができます。（詩 141:2）日本に住む英恵姉妹は，自分の研究に参加してくれた姉妹の祈りを今でも覚えています。こう言います。「その姉妹とエホバとの絆を感じて，うらやましく感じました。名前を挙げて私のことも祈ってくださる時に深い愛を感じました」。
9 教える人をサポートする。ナイジェリアで特別開拓奉仕をしているオマムヨビ姉妹は，こう言っています。「研究中よく聞いてくれていると，とても助かります。そういう人は，ためになるコメントをしてくれますが，話し過ぎることはありません。主な責任は教える人にあるということが分かっているからです」。サポートするために，いつ，どんなことを言ったらよいか，どうすれば分かるでしょうか。（格 25:11）研究中の会話を注意深く聞きましょう。（ヤコブ 1:19を読む。）そうすれば，良いタイミングを見極めることができます。何を話すかについても，注意が必要です。話し過ぎたり，教えている人の説明を遮ったり，違う話題を持ち出したりしないようにしましょう。短いコメントや例えや質問によって，要点を理解するよう助けることができます。助けになることを何も言えないと思うこともあるかもしれません。それでも，学んでいる人を褒めて気遣うなら，進歩するよう助けることができるでしょう。
10 自分の経験を話す。学んでいる人の助けになるようなら，真理を知ったいきさつや，問題を乗り越えた経験，エホバの助けを感じた出来事などを短く話すことができます。（詩 78:4，7）それが，学んでいる人にとってぴったりの話だったということがあります。信仰を強め，バプテスマを目指して進歩していくよう励みを与えるものとなるかもしれません。あるいは，直面している試練に立ち向かう助けとなるかもしれません。（ペテ一 5:9）ブラジルに住む開拓者のガブリエル兄弟は，聖書を教えてもらっていた頃のことについて，こう言っています。「兄弟たちの経験を聞いて，私たちがどんな問題と闘っているかをエホバは分かってくれているんだ，と感じました。兄弟たちが乗り越えられたのであれば，きっと自分にもできる，と思いました」。
学んでいる人が集会に来た時
11 学んでいる人がバプテスマを目指して進歩するには，集会に毎週出席して励みを得る必要があります。（ヘブ 10:24，25）集会に来るよう最初に誘うのは恐らく教えている人ですが，学んでいる人が集会に来たなら，私たちみんなにできることがあります。これからも集会に来たいと思えるように助けることです。では，具体的にどんなことができるでしょうか。
12 温かく歓迎する。（ロマ 15:7）学んでいる人は，歓迎されていると感じるなら，また集会に行きたいと思うようになるでしょう。それで，気まずい思いをさせないようにしながら，温かくあいさつし，ほかの人にも紹介しましょう。進んで話し掛けるようにしてください。教えている人はまだ来ていなかったり，会衆の務めを行っていたりするかもしれないからです。よく話を聞き，関心を示しましょう。このように温かく歓迎するのが大切なのはなぜでしょうか。ドミトリー兄弟の経験を考えてみましょう。兄弟は数年前にバプテスマを受け，今は援助奉仕者として奉仕しています。初めて集会に出席した時のことについて，こう言っています。「私が王国会館の外で緊張して待っていると，1人の兄弟が中に案内してくれました。いろんな人があいさつに来てくれたので，とても驚きました。すごくうれしかったので，毎日が集会だったらいいのにと思いました。そんなふうに感じたことはそれまでありませんでした」。
13 手本になる。学んでいる人は，私たちの行動を見て，自分が学んでいることは真理だと確信するかもしれません。（マタ 5:16）モルドバで開拓奉仕をしているビタリー兄弟は，こう言っています。「会衆の兄弟姉妹の生き方や考え方や行動の仕方を知って，エホバの証人は本当に神に従っているんだと思いました」。
14 学んでいる人は，バプテスマまで進歩するために，学んだことを当てはめる必要があります。それは必ずしも簡単ではありません。でも学んでいる人は，聖書の原則を当てはめることが私たちのためになっているのを見て，自分も同じようにしてみようと思うかもしれません。（コリ一 11:1）先ほどの英恵姉妹はこう言います。「皆さんがいつも自然に行っておられることが手本となりました。人を励ます言葉を掛けること，何かあっても受け流すこと，愛を示すことなど，研究していることの具体例を見て学べました。みんなお互いの長所をいつも褒めておられました。私も倣いたいと思いました」。
15 友達になる。学んでいる人が集会に来るようになった後も，関心を示し続けましょう。（フィリ 2:4）その人のことをよく知るようにします。プライベートなことに踏み込まないように注意しながら，聖書に合わせて自分を変えてきたことを褒めたり，研究や家族や仕事のことを尋ねたりできます。そうすれば，いっそう親しくなれます。学んでいる人と友達になるなら，その人がバプテスマを目指して進歩するよう助けることができます。（格言 27:17を読む。）英恵姉妹は，今では正規開拓者として奉仕しています。集会に行き始めた頃のことを振り返ってこう言います。「会衆の兄弟姉妹との友情を築くことで，集会の楽しみが増えました。それで，疲れていても参加できました。エホバの与えてくださる友ととても有意義で楽しい時間を過ごせたので，世の友との交友を断つことができました。エホバと兄弟姉妹との信頼関係を私も築きたいと思い，バプテスマを受けたいと思うようになりました」。
16 学んでいる人が進歩を続けているなら，会衆の兄弟姉妹を仲間と感じられるように助けましょう。学んでいる人をもてなしてください。（ヘブ 13:2）モルドバのデニス兄弟は，聖書を教えてもらっていた頃のことについて，こう言います。「妻と私は，兄弟たちに招かれて一緒に楽しい時間を過ごしたことが何度もあります。兄弟たちはそういう時に，エホバが助けてくれた経験を話してくれました。とても励みになりました。そうした話を聞いて，エホバに仕えようという気持ちがいっそう強くなり，将来に素晴らしい生活が約束されていることを確信できるようになりました」。学んでいる人が伝道者になったなら，一緒に奉仕に行くよう誘うこともできます。ブラジルのジエゴ兄弟はこう言います。「いろんな兄弟が奉仕に誘ってくれました。一緒に奉仕をするのは，兄弟たちと知り合う一番良い方法でした。たくさんのことを学べましたし，エホバとイエスがいっそう身近になりました」。
長老たちにできること
17 学んでいる人のために時間を用いる。長老の皆さん，皆さんの優しい気遣いは，学んでいる人がバプテスマを目指して進歩する助けになります。毎週の集会で声を掛けましょう。皆さんが名前を覚えるなら，学んでいる人は気遣われていると感じることでしょう。コメントに参加するようになっているなら，特にそうです。時には，予定を調整して誰かの研究に参加することができますか。長老たちが言うことや行うことには，長老自身が思っている以上に大きな力があります。ナイジェリアに住む開拓者のジャッキー姉妹は，こう言います。「学んでいる人はたいてい，参加してくれた兄弟が長老だと知るとびっくりします。ある人はこう言っていました。『うちの教会の牧師はこんなことしてくれません。行くとしても，お金を出してくれる金持ちの所だけですよ』」。この人は，今では集会に来るようになっています。
18 教えている人を助け，励ます。長老の皆さんには重要な責任があります。会衆の伝道者が伝道や研究を上手に行えるように助けるという責任です。（使徒 20:28を読む。）長老がいるところで研究を行うことをためらう人には，私が代わりにしましょうか，と申し出てください。前の節に出てきたジャッキー姉妹はこう言います。「長老たちは，聖書を学んでいる人の様子をよく尋ねてくれます。教える面で難しさを感じる時には，良いアドバイスをしてくれます」。長老たちには，教えている人を励ますためにできることがたくさんあるのです。（テサ一 5:11）ジャッキー姉妹はこうも言っています。「長老たちが励ましてくれたり，私の働きに感謝してくれたりすると，とてもうれしくなります。そういう言葉を掛けてもらうと，暑い日に冷たい水を飲んだ時のように爽やかな気持ちになります。長老たちからの褒め言葉によって自信が深まり，教えることがもっと楽しくなります」。（格 25:25）
19 今は誰かに聖書を教えてはいないとしても，学んでいる人がバプテスマを目指して進歩するよう，会衆の誰もが助けになれます。研究に参加する時には，話し過ぎに注意しつつ，よく準備したコメントを述べることによって，教えている人をサポートしましょう。学んでいる人が集会に来るようになったなら，友達になり，良い手本になってください。長老たちは，学んでいる人のために時間を用い，教えている人を助け，励ますことによって力になれます。たとえわずかであっても，聖書を学んでいる人がエホバを愛し，エホバに仕えるよう助けることができるなら，それは何と素晴らしいことなのでしょう。
学んでいる人がバプテスマを目指して進歩するよう，どのように助けることができますか
■ 研究に参加するよう誘われた場合
■ 学んでいる人が集会に来るようになったなら
■ 長老として
79番の歌 しっかりと立つよう教える
[脚注]
今は誰かに聖書を定期的に教えていないとしても，聖書を学んでいる人がバプテスマを目指して進歩するよう助けることはできます。そのために，私たち一人一人には何ができるでしょうか。この記事では，その点を考えます。
[研究用の質問]
1-2. 聖書を学んでいる人がバプテスマを目指して進歩する上で，誰が助けになれますか。
 3. アナ姉妹，ドリン兄弟，レイラニ姉妹のコメントから，何を学べますか。
 4. この記事ではどんな点を考えますか。
 5. 研究に参加する人にはどんな役割がありますか。
 6. 研究に参加する場合，格言 20章18節の原則をどのように当てはめられますか。
 7. 研究に参加する場合，予習しておくのが大切なのはなぜですか。
 8. 研究の時に祈るよう頼まれたなら，何ができますか。
 9. ヤコブ 1章19節からすると，教える人を上手にサポートするために何ができますか。
10. 参加する人が自分の経験を話すことは，どんな面で学んでいる人の助けになるかもしれませんか。
11-12. 学んでいる人が集会に来た時，温かく歓迎するのが大切なのはなぜですか。
13. 学んでいる人は，私たちの行動を見てどう思うかもしれませんか。
14. 私たちが手本になることは，学んでいる人が進歩する上でどのように役立ちますか。
15. 格言 27章17節からすると，集会に来るようになった人と友達になるのが大切なのはなぜですか。
16. 学んでいる人が兄弟姉妹を仲間と感じられるよう助けるために，何ができますか。
17. 長老たちは，学んでいる人の助けになるために何ができますか。
18. 使徒 20章28節によると，長老たちには重要な責任が委ねられています。その責任を果たすために何ができますか。
19. 私たち全てはどんな喜びを経験できますか。
[9ページの図版]
研究に参加する場合は，扱われる資料を予習しておく。（5-7節を参照。）
[10-11ページの図版]
学んでいる人がまた集会に来たいと思えるよう助ける上で，会衆のみんなにできることがある。（11節を参照。）
[12ページの図版]
長老たちの優しい気遣いは，学んでいる人が進歩する助けになる。（17節を参照。）
​​​









^ ***喜歌 114番 辛抱強さを示しましょう***
114番
辛抱強さを示しましょう
（ヤコブ 5:8）
1. 遠い過去から今日この時まで
多くの人は神に背を向けた
それでも神は望み捨てない
愛示すこと 諦めない
命の希望ひたすら差し伸べ
今日もエホバは辛抱している
2. 時に傷つき心が乱れて
眠れない夜過ごしているとき
考えてみる エホバの辛抱
確かめてみる 神の思い
エホバ 私に力を下さい
辛抱強さを表せるように
（出 34:14; イザ 40:28; コリ一 13:4，7; テモ一 2:4も参照。）



^ ***喜歌 139番 新しい世界を見つめて***
139番
新しい世界を見つめて
（啓示 21:1-5）
1. 心に描こう 楽園での私を
自由と平和が満ちた世界にいる
恐れや苦しみ涙も もはやない
輝く時代始まる
感謝の思いあふれ出す
（※ 繰り返し）
ありがとう 父エホバ
新しいこの世界
声響かせ さあ歌おう
この賛美を今あなたに
2. 心を向けよう 楽園での自分に
静けさ 安らぎ 満ちた世界にいる
エホバの約束全てが果たされた
愛する人と再び会える喜び
すぐそこに
（※ 繰り返し）
ありがとう 父エホバ
新しいこの世界
声響かせ さあ歌おう
この賛美を今あなたに
（詩 37:10，11; イザ 65:17; ヨハ 5:28; ペテ二 3:13も参照。）









^ ***喜歌 101番 一致して共に働く***
101番
一致して共に働く
（エフェソス 4:3）
1. 囲いに集まる羊は楽しむ
一致と平和の満ちる牧場
保とう一致 この絆
神への奉仕を仲良く果たそう
エホバの導き願いながら
2. 一致を求めて親切示せば
喜びあふれて愛が育つ
楽しい一致 この平和
仲間の幸せ強く願うなら
エホバは与える 真の一致
（ミカ 2:12; ゼパ 3:9; コリ一 1:10も参照。）



^ ***喜歌 80番 「エホバが善い神であること」を味わい知る***
80番
「エホバが善い神であること」を味わい知る
（詩編 34:8）
1. 良い知らせ語る大切な仕事
エホバから喜ばれ 幸せ膨らむ
（※ 繰り返し）
最善を尽くそう エホバのために
エホバこそ善い神 味わい知ろう
2. 全時間奉仕 人生の宝
喜びと満足で力が湧き出る
（※ 繰り返し）
最善を尽くそう エホバのために
エホバこそ善い神 味わい知ろう
（マル 14:8; ルカ 21:2; テモ一 1:12; 6:6も参照。）









^ ***喜歌 34番 高潔さを捨てずに歩む***
34番
高潔さを捨てずに歩む
（詩編 26編）
1. エホバよ この私の
心の奥どうか調べ
精錬してください
あなたの目にかなうように
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
2. 真実隠す人や
争う人 友とせずに
エホバの真理愛し
命の道歩んでいく
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
3. エホバの家を愛し
この崇拝 清く保ち
あふれる感謝歌い
神の栄光 日々たたえる
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
（詩 25:2も参照。）



^ ***喜歌 38番 神はあなたを強い人にしてくださる***
38番
神はあなたを強い人にしてくださる
（ペテロ第一 5:10）
1. あなたは世の闇の中で
真理を求めていた
エホバはその願いかなえ
あなたを導かれた
真の光の中へ
引き寄せてくださった
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
2. 愛する子のイエスさえも
与えたエホバ神は
どんな時もあなたのこと
優しく気遣われる
神のために示した
あなたの愛忘れず
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
（ロマ 8:32; 14:8，9; ヘブ 6:10; ペテ一 2:9も参照。）















^ ***ijwcl 記事 12 お金より大切なものを見つけました***
聖書は人の生き方を変える
お金より大切なものを見つけました
ドナルド･ウィリアムズ
生まれた年: 1968年
生まれた国: アメリカ
かつては: ホテルの副支配人補佐で，裕福になりたいと祈っていた
過去の歩み
私はニューヨーク州ロチェスターで育ちました。家族はカトリックでした。8歳の時に親が離婚したので，母と質素なアパートで暮らし，週末になると，高級住宅街に住む父の所で過ごしました。母は6人の子供を育てるのにとても苦労していました。それで私はお金持ちになって家族を助けたいと思うようになりました。
父は私の成功を願い，有名なホテルスクールの見学に連れていってくれました。私はとても気に入り，入学しました。幸せで豊かな暮らしをしたいという祈りを神が聞いてくれたのだと思いました。ネバダ州ラスベガスのカジノホテルで働きながら，ホテル経営学，商法，企業金融について5年間勉強しました。
22歳の時，私はカジノホテルの副支配人補佐になっていました。裕福で成功していると周りから思われていました。豪華な食事や高級なワインをよく楽しんでいました。仕事仲間はいつも言っていました。「世の中は金で動いてる。金が全てなんだ」。彼らはお金さえあれば幸せになれると思っていました。
ホテルでは，ラスベガスにギャンブルをしに来た大金持ちに接客していました。お金があっても，幸せそうではありませんでした。私もそうでした。お金が増えるほど，不安で夜も眠れなくなりました。生きる意味が分からなくなりました。人生に嫌気が差し，「どうすれば幸せになれますか」と神に祈りました。
聖書によってどのように生き方が変わったか
その頃，エホバの証人になっていた姉の2人がラスベガスに引っ越してきました。エホバの証人の出版物は受け取りませんでしたが，私の聖書を使って話し合うならいいと言いました。その聖書はイエスの言葉が赤い字で印刷されていました。私はイエスの言葉を信じていたので，姉たちはその言葉を中心に話してくれました。自分でも聖書を読むようになりました。
読んでいくと，いろんな発見がありました。例えばイエスは，「あなた方は祈る時，異邦人のようにくどくどと言ってはならない。彼らは言葉数さえ多ければ聞き入れられると思っている」と言いました。（マタイ 6:7，「聖書 原文校訂による口語訳」，フランシスコ会聖書研究所訳注）私は以前，司祭からイエスの絵を渡されてこう言われました。「この絵に向かって，主の祈りを10回，アベマリアを10回唱えれば，神はお金をいくらでも下さる」。でも，同じ言葉を何度も繰り返すと，くどくど祈っていることになります。イエスは「誰であれ，地上の者を『父』と呼んではならない。あなた方の父はただひとり，天におられる方だけである」とも言いました。（マタイ 23:9，「聖書 原文校訂による口語訳」）私はこう思いました。「教会で司祭が『神父』と呼ばれているのはどうしてだろう」。
聖書のヤコブの手紙を読んで，自分の生き方について考えさせられました。ヤコブ 4章にはこうあります。「この世への愛着は，神の敵であることを知らないのですか。この世の友になりたいと思う者はみな，自分を神の敵とするのです」。（ヤコブ 4:4，「聖書 原文校訂による口語訳」）17節を読んで，さらにはっとしました。「なすべき善いことを知っていながら行わないなら，それはその人にとって罪です」という言葉です。私は姉たちに電話し，カジノホテルを辞めるつもりだと言いました。ギャンブルやひたすらお金をもうけることなど，良くないこととはもう関わりたくなかったからです。
神との関係，そして家族との関係も良くしたいと思いました。そのためには，生活をシンプルにして時間をつくる必要がありました。それは簡単ではありませんでした。カジノホテルでもっと重要なポストに就くよう誘われ，2，3倍の給料を提示されました。でも，よく祈って考え，こういう生き方は終わりにしようと思いました。仕事を辞め，母の家のガレージを改装して住むことにしました。そこでレストランのメニューをラミネートする仕事を始めました。
聖書のおかげで，人生で大切なものが何か分かってきました。でも，エホバの証人の集会には行っていませんでした。姉たちから，エホバの証人について何か気になることがあるのかと聞かれ，こう答えました。「エホバのせいで家族がばらばらになっているじゃないか。僕が家族と過ごせるのはクリスマスと誕生日の時ぐらいなのに，姉さんたちはどっちも祝わないよね」。姉の1人が涙を流して言いました。「どうしてその日じゃなきゃ駄目なの？ いつでも会いたいと思ってるのに，あなたはそういう特別な時にしか来てくれないじゃない」。姉の言葉が心に刺さり，私も一緒に泣いてしまいました。
エホバの証人が家族をとても愛していることが分かりました。私は間違っていました。それで，近くの王国会館の集会に行くことにしました。そこでケビンと出会いました。ケビンは長年聖書を教えてきた人で，私はケビンと聖書を勉強することになりました。
ケビンと奥さんは，バランスの取れたシンプルな暮らしをしていました。聖書について教えることにたくさんの時間を使っていました。自費でアフリカや中央アメリカに行き，エホバの証人の支部の建設を手伝ってもいました。とても幸せそうな仲のいい夫婦でした。私もこんな生き方がしたいと思いました。
ケビンはある時，宣教者奉仕の魅力を取り上げたビデオを見せてくれました。私もこの奉仕がしたいと思いました。6カ月間聖書を真剣に学び，1995年にバプテスマを受けてエホバの証人になりました。裕福になりたいと神にお願いするのではなく，「私を貧しくも裕福にもしないでください」と祈るようになりました。（格言 30:8）
今の私
私は今，本当に豊かな暮らしをしています。お金がたくさんあるからではありません。神との親しい関係を持てているからです。ホンジュラスでヌリアという素敵な女性と出会い，結婚しました。パナマとメキシコで一緒に宣教者として奉仕してきました。聖書には「エホバの祝福が人を富ませる。それに痛みは伴わない」と書かれています。本当にこの言葉の通りだと思います。（格言 10:22）
[拡大文]
「聖書のヤコブの手紙を読んで，自分の生き方について考えさせられました」。
​​​ギャンブルをしに来た大金持ちに接客していた。
​​​​​​​



^ ***ijwyp 記事 95 へこまない人になるには？***
若い人は尋ねる
へこまない人になるには？ 
あなたはすぐにへこみがちですか。次の経験をしたことがあるでしょうか。
● 家族や友達の死
● 長く続く病気
● 自然災害
研究者によると，強いメンタルが必要なのは大きな問題だけではありません。毎日のちょっとしたストレスも健康に影響を与えます。それで問題の大小にかかわらず，立ち直る力を身に付けることは大切です。
へこまない人とは
へこまない人になるとよいのはなぜ？
どうしたらへこまない人になれる？
若者のコメント
へこまない人とは
へこまない人は人生のいろいろな問題や逆境に上手に向き合うことができます。難しい状況に遭って心が傷ついても，そこから立ち直っていっそう強くなります。
へこまない人になるとよいのはなぜ？
● 逆境は避けられない。聖書にこうあります。「足の速い人がいつも競走に勝つわけでも，……知識がある人が成功するとも限らない。なぜなら，思いも寄らないことがいつ誰にでも起きるからだ」。（伝道 9:11）ここから分かるのは，自分に落ち度がなくても人はつらい目に遭うことがある，ということです。
● 自分のメンタルを守る。高校のカウンセラーは「私のオフィスに以前よりも大勢の若者が来ています。テストの成績が悪かったり，SNSで嫌なことを言われたりしてひどく傷ついています」と話しています。ささいに思える問題でさえ上手に対処できないと，「さまざまな心の病気」を抱えてしまうとのことです。
● 今も大人になってからも役に立つ。人生で挫折を経験することについて，リチャード･ラーナー博士はこう書いています。「成功を収める大人は，挫折を経験しても立ち直り，新たな目標を立てたり，目的を達成するための別の方法を試したりすることができる」。
どうしたらへこまない人になれる？
● 何が問題かを知る。大きな問題か小さな問題かを区別しましょう。聖書にこうあります。「愚かな人はすぐにいら立ちをあらわにし，聡明な人は侮辱を見過ごす」。（格言 12:16）全ての問題があなたに大きな影響を与えるわけではありません。
「学校では，ささいなことをオーバーに表現して文句を言う子たちがいます。SNSで『その通りね』って友達から言われると，どんどんヒートアップして問題を客観的に見られなくなっていました」。ジョアン
● 人から学ぶ。聖書の格言は「鉄が鉄を研ぐように，人は友を研ぐ」と述べています。（格言 27:17）逆境の嵐を乗り越えた人たちから大切な教訓を学ぶことができます。
「ほかの人と話すと，見た感じでは分からない，その人の経験してきたいろんな苦労が分かります。その話を聞いて，大変な時に何をして何をしなかったのかを知るといいと思います」。ジュリア
● 辛抱する。聖書は「正しい人は7回倒れても，また立ち上がる」と述べています。（格言 24:16）理想的とはいえない現実を受け入れるのは時間がかかるものです。うまくいかないことがあってもがっかりしないでください。大切なのは「また立ち上がる」ことです。
「問題から立ち直るには，心が癒やされる必要があります。こういうプロセスには時間がかかりますが，それでも少しずつ良くなっていくのを感じています」。アンドレア
● 感謝の気持ちを忘れない。聖書は「感謝を表しましょう」と述べています。（コロサイ 3:15）どんなにつらい経験をしていても，感謝できることは何かしらあるものです。生きていてよかったと感じる点を3つ挙げてみましょう。
「つらい目に遭うと，『なんで私が？』と言いたくなってしまいます。問題のことばかり考えるとへこみます。でも，プラスに考えれば，今あるものや自分にできることに感謝できると思います」。サマンサ
● 満足することを心掛ける。使徒パウロは「どんな状況にいても満足する，ということを学びました」と言いました。（フィリピ 4:11）パウロは手に負えないさまざまな問題に直面しましたが，自分の反応はコントロールできました。状況に満足しようと決意していたのです。
「僕は問題にぶつかった時に良くないリアクションをしてしまうことがあります。どんな状況でも前向きに考えようと努力しています。そうすれば，自分や周りの人のためになります」。マシュー
● 祈る。聖書はこう述べています。「重荷をエホバに委ねよ。そうすれば支えてくださる。神は正しい人が倒れることを決して許さない」。（詩編 55:22）祈りはただの気休めではありません。あなたを「優しく気遣ってくださる」神様とコミュニケーションを取ることができます。（ペテロ第一 5:7）
「独りで悩む必要はありません。心配事をありのままに打ち明けた後に，今の幸せを神様に感謝しています。エホバの祝福にフォーカスできるので，ネガティブな気持ちがなくなるんです。祈りは本当に大切です！」カルロス
若者のコメント
「誰も完璧ではないので，みんな失敗します。しかも，時々ではなく，毎日です。それは変えられないので，失敗から学んで立ち直るのがベストです。次に似たような場面になったら，『今回はどうしたらいいかな』と考えるといいと思います」。サライ
「好きな聖書の言葉はマタイ 6章27節です。イエスは『心配したからといって，誰が自分の寿命を少しでも延ばせるでしょうか』と言いました。私は考え過ぎてあれこれと心配してしまうことがあるので，今起きている事だけを考えるようにしています。自分でどうにもできない事を心配しても，何もいいことはありません」。イザベル
まとめ: へこまない人になるために
1. 何が問題かを知る。大きな問題と小さな問題を区別する。
2. 人から学ぶ。逆境を乗り越えてきた親や他の信頼できる大人と話す。
3. 辛抱する。理想的とはいえない現実を受け入れるのは時間がかかる。傷がなかなか癒えないと感じても，がっかりしない。
4. 感謝の気持ちを忘れない。どんなに難しい状況を経験していても，感謝できることは何かしらある。
5. 満足することを心掛ける。自分の状況をいつでも選べるとは限らないが，状況に対する自分の反応は選べる。
6. 祈る。祈りによって「優しく気遣ってくださる」神様とコミュニケーションを取ることができる。（ペテロ第一 5:7）
[脚注]
「人と関わりたくない若者たち」（英語）という本からの引用。トーマス･ケルスティング著。
「しっかりした若者: さまざまな誤解とストレスの多い時期を乗り越える」（英語）という本からの引用。
​​嵐で木が曲がってしまっても，風が収まると真っすぐに戻るように，あなたも逆境から立ち直ることができる。
​​​​​​​​
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